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市 政 ル ポ 上
じょうえつ
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新
幹
線
開
業
で
さ
ら
に
高
ま
っ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

28
の
自
治
区
が
織
り
な
す
多
様
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち

地
区
ご
と
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
多
様
性

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
近
代
以
降
に
国
を
挙
げ
て
行

わ
れ
た
、
元
号
を
通
称
に
冠
す
る
集
中
的
な
市
町
村

合
併
事
業
に
は
、「
明
治
の
大
合
併
」「
昭
和
の
大
合
併
」

「
平
成
の
大
合
併
」が
あ
る
。
明
治
の
大
合
併（
明
治
21

年
〜
22
年
）で
は
７
万
１
３
１
４（
明
治
21
年
度
時
点
）

も
の
市
町
村
が
約
１
万
６
０
０
０
に
集
約
さ
れ
た
。

昭
和
の
大
合
併（
昭
和
31
〜
36
年
）で
は
９
８
６
８（
昭

和
31
年
度
時
点
）
あ
っ
た
市
町
村
が
、
３
４
７
２
（
同

36
年
度
時
点
）へ
と
激
減
し
た
。
さ
ら
に
平
成
の
大
合

併（
平
成
11
〜
18
年
）で
は
、
３
２
３
２（
平
成
11
年
度

時
点
）
あ
っ
た
市
町
村
が
１
８
２
１
（
平
成
18
年
度
時

点
）へ
と
大
き
く
減
っ
た
。

　

大
合
併
が
繰
り
返
さ
れ
る
た
び
に
、
都
市
規
模

は
全
般
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
平
成
の
大
合

併
で
は
つ
い
に
、
市
域
が
１
０
０
０
㎢
を
超
え
る

事
例
が
続
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
上
越
市
も
平
成
17
年
１
月
の
合

併
で
、
１
０
０
０
㎢
に
限
り
な
く
近
い
９
７
４
㎢

も
の
市
域
を
持
つ
に
至
っ
た
（
合
併
前
の
上
越
市
域

の
約
４
倍
）。

　

上
越
市
の
合
併
に
は
さ
ら
に
、
ほ
か
の
ど
の
都
市

の
合
併
事
例
に
も
な
い
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
合

併
し
た
市
町
村
の
数
が
14
市
町
村（
１
市
６
町
７
村
）

に
も
及
ん
だ
こ
と
だ
。
こ
れ
は
平
成
の
大
合
併
の
中

で
も
、
最
も
参
加
市
町
村
数
の
多
い
合
併
事
例
と

な
っ
た
。

　
「
上
越
市
は
広
い
な
ぁ
、
本
当
に
大
き
な
合
併

だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
に
そ
う
思
い

ま
す
」

　

明
る
い
微
苦
笑
を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う
語
る
村
山

秀
幸
・
上
越
市
長
は
、
合
併
か
ら
２
年
後
の
平
成
19

年
に
副
市
長
に
就
任（
前
職
は
新
潟
県
職
員
）、
合
併

か
ら
４
年
後
の
平
成
21
年
に
市
長
に
就
任
し
た
（
現

在
２
期
目
）。

　
「
東
京
都
の
約
半
分
、
23
区
の
１
・
５
倍
と
い
う
面

積
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
よ
り
広
さ
を
感
じ
る
の

は
、
各
地
域
の
多
様
性
に
つ
い
て
な
の
で
す
」

　

村
山
市
長
の
言

葉
通
り
、
昭
和
46
年
に

港
町
（
直
江
津
市
）
と
城
下
町

（
高
田
市
）
と
い
う
、
ま
っ
た
く
個
性

の
異
な
る
隣
接
市
同
士
が
合
併
し
て
で
き

た
旧
上
越
市
に
、
平
成
の
大
合
併
で
新
た
に
加
わ
っ

た
旧
13
町
村
は
合
併
後
の
市
域
の
７
割
の
面
積
を

占
め
る
が
、
お
し
な
べ
て
中
山
間
地
域
と
い
っ
て

い
い
自
然
環
境
を
備
え
て
い
る
。
合
併
直
後
に
地

域
自
治
区
制
を
敷
い
た
た
め
、
旧
13
町
村
は
現
在

村
むらやま

山秀
ひでゆき

幸
上越市長
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上越市　市 政 ル ポ

（新潟県）

13
区
を
形
成（
旧
上
越
市
部
分
も
15
区
に
移
行
）し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
の
９
区
は
、
合
併
前
か
ら
過
疎
地

域
指
定
を
受
け
て
い
た
。
同
時
に
旧
上
越
市
部
分
も

含
め
て
、
市
域
の
多
く
が
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ

れ
て
い
る
土
地
柄
だ
。

　

そ
の「
多
様
性
」を
物
語
る
数
値
と
し
て
、
例
え
ば

８
０
０
を
超
え
る
と
さ
れ
る
町
内
会
の
数
が
挙
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

中
山
間
地
域

に
は
そ
れ
だ

け
、
地
理
的

環
境
で
区
分

さ
れ
る
小
集

落
が
多
い
こ
と
の
証
し
と
も
い
え
る
が
、
村
山
市
長

は
「
こ
の
多
様
性
を
何
と
か
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個

性
と
し
て
磨
き
上
げ
、
例
え
ば
北
陸
新
幹
線
開
業
後

の
観
光
振
興
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化

に
向
け
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
語
る
。

　

北
陸
新
幹
線
と
い
え
ば
、
昨
年
11
月
号
の
本
欄

で
金
沢
市
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
凄
ま

じ
い
新
幹
線
開
業
効
果
を
ご
紹
介
し
た
。
そ
し
て

テ
レ
ビ
を
は
じ
め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
も
開

業
初
年
度
・
次
年
度
に
は
「
金
沢
市
の
一
人
勝
ち
」

と
い
っ
た
論
調
が
目
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
開

業
３
年
目
を
迎
え
た
現
在
、
ほ
か
の
沿
線
都
市
に

も
少
し
ず
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
置
か
れ
た
環

境
や
努
力
に
応
じ
た

効
果
が
現
れ
始
め
て

い
る
こ
と
は
意
外
に

報
じ
ら
れ
な
い
。

　
「
特
に
上
越
市
に

立
地
す
る
新
設
の
上

越
妙
高
駅
は
、
上
越

市
を
は
じ
め
隣
接
す

る
新
潟
県
妙
高
市
、

同
柏
崎
市
、
同
十
日

町
市
、
同
佐
渡
市
と

で
広
域
Ｐ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
《
越
五
の

国
》
を
形
成
し
、
上

越
妙
高
駅
を
起
点
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
案
し
て
き

ま
し
た
。
最
近
、
そ
の
効
果
が
少
し
ず
つ
形
に
な
り

始
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
村
山
市
長
）

新
幹
線
開
業
で
よ
り
高
ま
っ
た 

交
通
の
利
便
性

　

例
え
ば
今
年
12
月
に
は
、
妙
高
市
に
大
規
模
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル《
ロ
ッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
》が
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
。
こ
れ
は
韓
国
の
大
手
ホ
テ
ル

「
ホ
テ
ル
ロ
ッ
テ
」
が
進
め
る
旧
新
井
リ
ゾ
ー
ト
（
平

成
17
年
か
ら
営
業
休
止
）の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
で
、

韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
市
場
を
最
大
の
タ
ー

北陸新幹線開業式典と初日の乗客たち

直江津港と小木港を結ぶ高速カーフェリー「あかね」
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ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
コ
ン
セ

プ
ト
は「
ア
ジ
ア
最
高
の
ス
キ
ー
場
」と
い
う
も
の
だ

が
、
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
夏
季
の
交
流
人
口
増

大
も
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
期
待
さ
れ
る
。

　
「
特
に
富
裕
層
の
外
国
人
観
光
客
は
、
２
泊
３
泊

で
は
な
く
、
１
週
間
２
週
間
の
ス
パ
ン
で
滞
在
す
る

こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。
と
な
れ
ば
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
を
足
場
に
、
周
辺
の
観
光
ツ
ア
ー
も
に
ぎ
わ
う
で

し
ょ
う
。
本
場
の
鮨
や
魚
介
を
食
べ
よ
う
と
、
直
江

津
方
面
に
出
て
来
ら
れ
る
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
い

ず
れ
に
し
て
も
車
な
ら
妙
高
か
ら
30
分
圏
内
で
、
い

ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
の
が
上
越
妙
高
駅
周

辺
の
ま
ち
の
特
徴
で
あ
り
、
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
船
で
海
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
も
い
い

し
、
新
幹
線
で
東
京
方
面
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
も

い
い
。
さ
ら
に
直
江
津
港
か
ら
は
、
高
速
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
が
出
て
い
ま
す
か
ら
、
佐
渡
と
の
行
き
来
も
簡

単
で
す
」（
村
山
市
長
）

　

奇
し
く
も
「
上
越
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
創
生
総
合

戦
略
」
の
策
定
と
同
年
の
平
成
27
年
３
月
に
開
業
し

た
北
陸
新
幹
線
・
上
越
妙
高
駅
の
利
用
状
況
を
見
る

と
、
同
年
の
お
盆（
８
月
15
日
）の
約
９
５
０
０
人
が

最
高
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
期
の
乗
降
客
数
は
１
日

平
均
約
４
０
０
０
人
で
、
こ
れ
は
開
業
１
年
目
も
２

年
目
も
変
わ
ら
な
い
。
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
時
や
お

盆
・
年
末
年
始
の
帰
省
シ
ー
ズ
ン
は
通
常
期
よ
り
も

１
日
当
た
り
１
千
数
百
人
か
ら
２
千
数
百
人
ず
つ
増

え
る
が
、
１
年
目
よ
り
も
２
年
目
の
方
が
若
干
落
ち

て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
「
新
幹
線
開
業
バ
ブ
ル

は
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
た
」（
村
山
市
長
）
と
見
ら
れ
る

が
、
前
述
し
た
圏
内
で
の
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

開
業
な
ど
の
動
き
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
新
幹

線
開
業
に
よ
る
「
バ
ブ
ル
後
の
本
当
の
波
及
効
果
」

は
、
こ
れ
か
ら
じ
っ
く
り
出
て
く
る
、
と
見
た
方
が

い
い
だ
ろ
う
。

　

上
越
市
で
は
北
陸
新
幹
線
で
さ
ら
に
高
ま
っ
た
交

通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
生
か
し
た
交
流
拡
大
へ
の

取
り
組
み
の
事
例
と
し
て
、
も
と
も
と
の
土
壌
と
し

て
あ
っ
た
食
や
歴
史
、
文
化
な
ど
の
強
み
を
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
、
公
益
社
団
法
人
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン（
大
会
・
学
会
な
ど
）の
誘
致
活
動
な
ど

も
成
功
さ
せ
て
き
た
。

　

上
越
市
は
近
代
以
前
か
ら
信
州
（
長
野
県
）
方
面
、

上
州（
群
馬
県
）方
面
、
北
陸
全
域（
富
山
県
・
石
川

県
・
福
井
県
）
の
３
地
域
に
向
か
う
結
節
点
と
し
て

大
小
の
街
道
が
四
通
八
達
し
て
い
た
。
近
代
に
入
っ

て
か
ら
も
、
明
治
22
年
に
東
海
道
線（
新
橋
〜
神
戸
）

が
全
通
す
る
以
前
に
、
直
江
津
線（
後
の
信
越
本
線
）

直
江
津
〜
軽
井
沢
間
が
開
業
。
明
治
26
年
に
は
軽
井

沢
〜
横
川
間
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
直
江
津
〜

東
京
間
が
早
く
も
鉄
道
で
直
結
し
た
。

　
「
鉄
道
で
新
潟
の
米
や
石
油
を
東
京
に
運
び
込
む

こ
と
が
全
国
的
に
も
早
い
と
い
う
点
が
、
直
江
津
か

ら
東
京
へ
の
鉄
道
乗
り
入
れ
の
理
由
だ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
は
鉄
道
と
い
え
ど
も
、
東
京

に
着
く
ま
で
に
一
日
が
か
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 今年で92回目を迎えた「高田城百万人観桜会」

大阪城・高知城と共に「日本三大夜城」にも選ばれた高田城三重櫓
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そ
れ
で
も
昔
に
比
べ
れ
ば
夢
の
よ
う
な
速
さ
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
新
幹
線
だ
と
何
と
最
速
１
時

間
46
分
で
東
京
に
着
い
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
、
ま

さ
に
隔
世
の
感
で
す
よ
ね
」（
村
山
市
長
）

　

道
路
網
も
北
陸
自
動
車
道
や
上
信
越
自
動
車
道
を

介
し
て
、
上
越
市
は
四
方
八
方
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。
直
江
津
港
か
ら
の
航
路
を
加
え
れ
ば
、
空
路
以

外
す
べ
て
の
高
速
交
通
網
が
備
わ
っ
て
い
る
と
も
い

え
る
。
さ
ら
に
平
成
30
年
度
中
に
は
上
信
越
自
動
車

道「
信
濃
町
Ｉ
Ｃ
〜
上
越
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
４
車
線
化
」が

完
成
す
る
。
上
信
越
自
動
車
道
は
群
馬
県
藤
岡
Ｊ
Ｃ

Ｔ
か
ら
長
野
県
経
由
、
上
越
Ｊ
Ｃ
Ｔ
に
至
る
２
０
０

㎞
超
の
高
速
自
動
車
道
だ
が
、
平
成
11
年
の
全
通

後
、
北
陸
自
動
車
道
と
結
ば
れ
、
広
域
を
ネ
ッ
ト
す

る
文
字
通
り
の
大
動
脈
と
な
っ
た
。
そ
の
４
車
線
化

も
、
か
ね
て
よ
り
待
望
さ
れ
て
い
た
事
業
だ
。

　
「
４
車
線
化
が
実
現
す
れ
ば
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
や

休
日
な
ど
の
渋
滞
が
か
な
り
緩
和
さ
れ
る
は
ず
で

す
。
日
常
的
な
事
故
防
止
の
効
果
も
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
厳
冬
期
の
降
雪
の
際
も
、
除
雪
が
容
易
に
な
り

ま
す
。
２
車
線
だ
け
先
に
除
雪
す
れ
ば
通
行
が
可
能

に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
生
ま
れ
る
は
ず

で
、
沿
線
の
す
べ
て
の
自
治
体
が
本
当
に
完
成
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
事
業
で
す
」（
村
山
市
長
）

移
住
・
定
住
化
人
口
を
呼
び
込
む 

多
様
な
魅
力

　

上
越
市
と
各
地
を
結
ぶ
鉄
道
・
道
路
・
航
路
の
交

通
網
が
着
々
と
整
備
さ
れ
て
い
く
状
況
か
ら
期
待
さ

れ
る
効
果
は
、
も
ち
ろ
ん
交
流
人
口
の
拡
大
だ
け
で

は
な
い
。
交
流
人
口
の
拡
大
に
付
随
し
て
、
移
住
・

定
住
化
人
口
の
拡
大
、
あ
る
い
は
人
口
減
少
の
抑
制

効
果
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
し
か
し
、

事
は
そ
う
簡
単
に
い
か
な
い
の
も
事
実
だ
ろ
う
。

　

人
口
減
少
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
首
都
圏
や
大
都

市
圏
を
除
い
た
、
全
国
各
地
の
自
治
体
に
共
通
の
最

重
要
課
題
だ
。
首
都
圏
や
大
都
市
圏
に
お
い
て
も
時

間
差
で
い
ず
れ
は
訪
れ
る
課
題
で
あ
る
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、
そ
の
対
策
は
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た

形
で
、
さ
ま
ざ
ま
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る

わ
け
だ
が
、「
上
越

市
の
人
口
減
少
化

は
、
実
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な

い
」
と
村
山
市
長
は

言
う
。

　
「
現
在
の
上
越
市

の
市
域
に
当
た
る
地

岩の原葡萄園は日本最初のワイン用葡萄園

雪国ならではの雪を活用した貯蔵庫（雪室）（上）雪室で貯蔵した雪室商品や雪
下野菜のブランド化を目指す（右）
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域
で
は
、
昭
和
22

年
の
人
口
約
24
万

人
が
ピ
ー
ク
で
、

そ
の
後
少
し
ず
つ

減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
新
潟
県
全
体

で
見
て
も
昭
和
27

〜
28
年
辺
り
か
ら

人
口
は
減
少
に
転

じ
て
い
ま
す
。
た

だ
昭
和
40
年
代
、

50
年
代
ぐ
ら
い
ま

で
の
人
口
減
少

は
、
出
生
数
も
ほ

ど
ほ
ど
に
あ
っ
た

の
に
、
そ
れ
以
上

に
社
会
減
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、
自
然
減
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
主
因
が
あ
る
。
社
会
減
や
社
会
増
は

客
観
的
な
努
力
で
あ
る
程
度
調
整
も
利
き
ま
す
が
、

出
生
数
の
減
少
と
亡
く
な
る
人
の
増
加
が
重
な
っ
て

い
る
状
況
は
、
努
力
の
し
よ
う
が
な
い
。
止
め
よ
う

の
な
い
社
会
現
象
な
の
で
す
。
人
口
減
少
化
が
止
ま

な
い
全
国
各
地
の
自
治
体
の
悩
み
は
、
ま
さ
に
そ
こ

に
こ
そ
あ
る
わ
け
で
す
」（
村
山
市
長
）

　

し
か
し
上
越
市
は
社
会
資
源
や
雇
用
の
場
に
比
較

的
恵
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
新
た
な
社
会
増
へ

の
期
待
の
根
拠（
源
泉
）と
も
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
重
要
港
湾
・
直
江
津
港
に
つ
い
て
は
、
ア

ジ
ア
の
代
表
的
な
ハ
ブ
港
で
あ
る
釜
山
港
と
国
際
定

期
コ
ン
テ
ナ
航
路
で
結
ば
れ
て
い
る
。
高
速
交
通
網

の
さ
ら
な
る
拡
充
で
物
流
拠
点
と
し
て
の
実
力
を
一

段
と
増
し
て
い
る
上
越
市
に
と
っ
て
、
こ
の
状
況
は

強
み
だ
。

　

平
成
23
年
に
は
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
部
門
・
日
本
海
側
拠

点
港
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
世
界
中
か
ら
や
っ
て
く

る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
が
も
た
ら
す
液
化
天
然
ガ
ス
は
火
力
発

電
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
ま
た
首
都
圏
を
中

心
と
す
る
関
東
甲
信
越
地
方
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

源
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

ま
た
上
越
沖
の
海
底
に
は
、
次
世
代
の
天
然
資
源

と
さ
れ
る
良
質
な
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
埋
蔵
さ

れ
て
い
る
事
実
も
分
か
っ
て
い
る
。
遠
く
な
い
未
来

で
の
実
用
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

さ
ら
に
上
越
市
で
は
手
厚
い
子
育
て
支
援
や
中
心

市
街
地
の
活
性
化
、
そ
れ
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
な
ど
各
種
の
事
業
・
施
策
を
展
開
し
、
よ
り
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
、
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
。
前
述
し
た
自
然
豊
か

な
中
山
間
地
域
の
も
た
ら
す
「
厳
し
さ
の
半
面
に
あ

る
癒
や
し
」
や
、
港
町
・
直
江
津
地
区
お
よ
び
城
下

町
・
高
田
地
区
が
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
は
ぐ
く
ん

で
き
た「
ま
ち
と
し
て
の
礎
・
文
化
」な
ど
の
織
り
な

す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
多
様
性
は
、
そ
の
重
要
な
魅
力
の

根
源
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

雁
木
通
り
・
新
水
族
博
物
館
・ 

謙
信
公
の
愛
刀

　

取
材
に
訪
れ
た
日
は
、
高
田
城
跡
で
あ
る
高
田
公

園
で
１
０
０
年
近
い
歴
史
を
持
つ
恒
例
の
観
桜
会

（
第
92
回
目
）開
催
の
直
前
だ
っ
た
。
早
春
の
空
気
は

ま
だ
冬
の
名
残
を
感
じ
さ
せ
た
が
、
桜
の
つ
ぼ
み
が

春
間
近
を
伝
え
て
い
た
。

　

総
延
長
16
㎞
も
の
長
さ
を
誇
る
雁
木
が
ま
ち
な
か

に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
高
田

地
区
は
、
徳
川
家
康
の
六
男
松
平
忠
輝
の
居
城
と
し

て
高
田
城
が
築
城
（
１
６
１
４
年
）
さ
れ
る
と
と
も

に
、
江
戸
時
代
初
期
に
ほ
ぼ
現
在
の
町
割
り
が
完
成

し
た
と
さ
れ
る
。

　
「
雁
木
は
豪
雪
地
帯
な
ら
で
は
の
知
恵
で
、
日
本

海
側
に
は
か
つ
て
各
地
で
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、

高
田
に
は
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
高
田
ほ
ど

の
規
模
で
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
ほ
か
に
は
あ

り
ま
せ
ん
」（
村
山
市
長
）

　

商
店
や
町
家
の
軒
か
ら
庇
を
延
ば
し
、
片
側
ア
ー

国内外を結ぶ物流拠点港「直江津港」

雁木型アーケードに覆われた高田駅（えちごトキめき鉄道・妙高はねうま
ライン）
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ケ
ー
ド
の
よ
う
な
形
で
豪
雪
か
ら
歩
道
を
守
る
雁
木

は
、
太
陽
の
暑
熱
か
ら
通
行
者
を
守
る
役
割
を
も
果

た
す
。
酷
暑
の
続
く
現
代
の
夏
に
は
ま
さ
に
ぴ
っ
た

り
の
、
生
き
た
文
化
財
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

雁
木
の
下
の
通
路
は
、
伝
統
的
に
商
店
や
町
家
の

オ
ー
ナ
ー
が
自
ら
の
土
地
を
提
供
し
て
き
た
歴
史
を

持
つ
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
元
祖
「
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」の
事
例
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

雁
木
の
続
く
雁
木
通
り
に
並
ぶ
商
店
や
町
家
は
、

明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
建
て
ら
れ
た
味
わ
い
深
い
建

物
が
多
い
。
一
部
の
町
家
は
一
般
公
開
も
さ
れ
、
例

え
ば
「
町
家
交
流
館
・
高
田
小
町
」
な
ど
の
よ
う
に
、

交
流
・
集
会
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
り
、
ま

ち
の
小
さ
な
美
術
館
と
し
て
機
能
し
て
い
る
も
の
な

ど
、
多
彩
に
活
用
さ
れ
、
国
内
外
の
旅
行
者
の
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　

高
田
か
ら
臨
海
部
の
直
江
津
地
区
へ
移
動
す
る

と
、
一
転
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
が
照
り
つ

け
て
い
た
。
高
田
地
区
と
同
様
、
人
口
減
少
と
と

も
に
に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
直
江
津
地

区
で
は
、
現
在
、
人
気
集
客
施
設
「
上
越
市
立
水
族

博
物
館
」の
建
て
直
し
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

日
本
海
を
目
前
に
す
る
崖
上
に
建
つ
水
族
博
物
館

は
、
前
回
の
建
て
直
し
か
ら
約
35
年
間
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
来
年
度
中
に
は

「
飼
育
数
日
本
一
の
マ
ゼ
ラ
ン
ペ
ン
ギ
ン
」
の
ほ
か
、

多
く
の
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
展
示
を
目
玉
に
し
た

新
水
族
博
物
館
が
誕
生
す
る
。
な
お
新
水
族
博
物
館

の
建
設
と
並
行
し
て
、
直
江
津
地
区
で
は
現
在
、
ま

ち
な
か
の
回
遊
性
の
推
進
な
ど
を
中
心
と
す
る
「
新

水
族
博
物
館
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
」
の
取
り
組

み
が
、
官
民
協
働
に
よ
り
進
行
中
で
、
今
後
の
推
移

が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

　

新
水
族
博
物
館
完
成
と
前
後
し
て
、
来
年
度
に
は

高
田
公
園
内
の
市
立
総
合
博
物
館
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
。
そ
の
展
示
の
大
き
な
柱
と
し
て
現

在
調
整
中
な
の
が
、「
上
杉
謙
信
公
愛
刀
」の
購
入
だ
。

個
人
所
有（
岡
山
県
立
博
物
館
寄
託
展
示
）で
国
宝
指

定
も
さ
れ
て
い
る
こ
の
名
刀
が
上
越
市
に
来
れ
ば
、

「
約
４
２
０
年
ぶ
り
の
里
帰
り
」（
村
山
市
長
）
と
な

る
。
上
越
市
に
は
北
陸
新
幹
線
で
運
ば
れ
て
く
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
４
２
０
年
ぶ
り
に

み
る
故
郷
の
発
展
と
北
陸
新
幹
線
の
速
さ
に
は
、
謙

信
公
の
魂
も
さ
ぞ
か
し
驚
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文=

遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
29
年
３
月
28
日
）春日山に屹立する上杉謙信公像

町家を使った交流施設・高田小町

建設中の新水族博物館（イメージ）
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お
も
て
な
し
の
心
で
温
か
い
登
別

　

登
別
市
は
北
海
道
南
西
部
の
太
平
洋
岸
に
位

置
し
総
面
積
２
１
２
・
21
㎢
、
冬
季
は
雪
の
少

な
い
と
て
も
住
み
や
す
い
自
然
環
境
豊
か
な
ま

ち
で
す
。
日
本
有
数
の
温
泉
郷
で
あ
る
「
登
別
温

泉
」
は
、
北
海
道
最
大
の
都
市
・
札
幌
市
や
新
千

歳
空
港
か
ら
も
鉄
路
で
約
１
時
間
と
ア
ク
セ
ス

も
優
れ
て
お
り
、
年
間
３
９
０
万
人
余
り
の
観

光
客
を
お
迎
え
し
、
約
１
２
８
万
人
の
お
客
さ

ま
が
宿
泊
さ
れ
ま
す
。
近
年
は
、
東
ア
ジ
ア
や

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
し
、
温
泉

に
は
多
言
語
が
響
き
渡
り
、
平
成
27
年
度
の
訪

日
外
国
人
宿
泊
者
延
べ
数
は
47
万
人
と
な
る
等
、

国
際
色
豊
か
な
観
光
地
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
国
内
の
外
国
人
観
光
客
の
動
向
は
、

団
体
旅
行
か
ら
個
人
で
自
分
の
目
的
に
合
わ
せ

て
旅
行
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
外
国
人
個
人
旅
行
者
）
が

急
増
し
て
お
り
、
本
市
も
そ
の
傾
向
が
顕
著
に

表
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
的
確
に

と
ら
え
、
市
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は
、
富
裕

層
向
け
に
高
級
客
室
へ
の
改
装
や
質
の
高
い
食

事
の
提
供
を
行
う
等
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
こ
と
で
、
ど
の
宿
泊
施
設
も
稼
働
率
（
宿
泊

率
）は
高
い
状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
登
別
市
民
は
、
新
た
な
観
光

戦
略
と
し
て
登
別
観
光
協
会
、
登
別
旅
館
組
合

等
と
連
携
し
、
温
泉
地
に
宿
泊
さ
れ
る
す
べ
て

の
お
客
さ
ま
に
対
し
て
日
中
の
市
内
滞
在
時
間

を
も
っ
と
増
し
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
「
全
市
観
光
」
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

地
域
に
存
在
す
る
観
光
資
源
の
付
加
価
値
を

さ
ら
に
高
め
、
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
し
、

市
民
自
ら
が
地
域
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
観
光
客
や
市
民
の
歓

声
が
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
沸
き
上
が
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

温
泉
の
湯
は
、
人
を
幸
せ
に
す
る
万
能
薬
だ

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
温
泉
を
主
軸

に
市
内
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
、
誰
か
ら
も

愛
さ
れ
る
登
別
市
を
目
指
し
ま
す
。

私
の
大
好
き
な
言
葉
は「
和
」

　

私
の
座
右
の
銘
は「
和
」で
す
。

　

私
は
、
小
学
生
高
学
年
か
ら
高
校
ま
で
の
８
年

間
、
ほ
と
ん
ど
の
学
期
で
学
級
委
員
長
を
務
め
、

そ
の
間
「
１
人
で
は
何
も
で
き
な
い
」「
思
い
を
実
行

に
移
す
た
め
に
は
、
仲
間
か
ら
賛
同
さ
れ
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
事
」「
対
等
な
立
場
で
認
め
合
う
大
切

さ
」
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
の
ち
の
社
会

人
と
し
て
も
大
い
に
役
立
つ
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
学
生
時
代
の
体
験
が
「
和
」
に
つ
な
が
り
、

こ
れ
ま
で
の
成
功
例
や
失
敗
例
が
こ
の
言
葉
の
重

さ
や
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

民
間
人
だ
っ
た
30
代
は
市
の
公
職
を
複
数
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
市
民
と
出
会
い
、
理

想
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
真
剣
な
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
経
験
は
、
市
長
に
就
任

し
て
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
針
決
定
に
大
変
役

立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
当
時
は
、
登
別
市
内
に
留

ま
ら
ず
、
と
な
り
ま
ち
の
白
老
町
や
室
蘭
市
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
そ
の
当
時
の
仲
間
は
今
で
も
か
け
が

え
の
な
い
仲
間
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
40
歳
ま
で
市
内
外
の
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
し
た
時
も
一
番
役
に
立
っ
た
の
は「
和
」の

心
で
あ
り
、
こ
の「
和
」の
精
神
こ
そ
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
一
番
必
要
だ
と
確
信
し
、
41
歳
で
登

別
市
長
選
挙
に
挑
戦
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
以
後
９
年
経
ち
ま
し
た
が
、
お
か
げ

「登別地獄まつり」のオープニング（マイク前が筆者）
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さ
ま
で「
和
」の
心
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

有
で
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
「
当
事
者
意
識

が
芽
生
え
る
こ
と
」「
役
割
分
担
の
意
識
が
明
確
に

な
る
」
等
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
必
要
な
要

素
の
原
理
原
則
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
和
」
の
お
か

げ
で
、
現
在
は
市
民
の
皆
さ
ん
に「
感
謝
」の
気
持

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
景
観
と
み
ど
り
」の
施
策
と
趣
味

　

私
の
前
職
は
造
園
業
で
す
が
、
９
年
間
市
長
を

務
め
て
い
る
中
で
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
１

つ
に
景
観
と
み
ど
り
の
推
進
が
あ
り
ま
す
。
一
昔

前
は
、
歩
道
に
落
ち
た
枯
葉
の
掃
除
の
た
め
に
、

市
民
が
ク
レ
ー
ム
を
言
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

し
か
し
現
在
は
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
は
自
分

た
ち
で
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
当
事
者
意
識
で
自

ら
清
掃
さ
れ
る
町
内
会
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
つ
ま

り
、
景
観
と
み
ど
り
を
推
進
す
る
た
め
の
市
民
意

識
の「
機
」が
到
来
し
た
の
で
す
。
み
ど
り
の
推
進

は
私
が
一
番
得
意
と
す
る
分
野
で
す
が
、
昨
年

度
、「
登
別
市
景
観
と
み
ど
り
の
条
例
」も
施
行
さ

れ
、
い
よ
い
よ
世
界
が
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
、

明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
地
登
別
と
し
て
景
観

と
み
ど
り
に
つ
い
て
市
民
と
議
論
を
本
格
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
休
日
の
機
会
あ
る
た
び
に
、
趣
味
で
剪せ
ん
て
い定

を
す
る
等
、
今
も
み
ど
り
に
対
す
る
感
覚
を
誰
よ

り
も
敏
感
に
し
て
お
く
こ
と
を
自
身
の
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
季
節
毎
で
み
ど
り
の
感
じ
方
が
違
う

の
で
、
自
然
が
人
を
喜
ば
せ
る
感
覚
を
常
に
創
造

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
ら
楽
し
む
こ
と
が
大
事

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
実
施
し
た
市
民
と
の
懇
談
会
で
、
観
光
客

に
ど
の
よ
う
な
お
も
て
な
し
の
心
が
必
要
か
議
論

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
市
民
か
ら
、
ゴ
ミ
が
無
く

四
季
折
々
の
花
木
が
楽
し
め
る
き
れ
い
な
街
並

み
、
道
路
の
保
全
等
、
景
観
と
み
ど
り
を
推
進
す

る
発
言
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
市
民
自
ら
が
、
景
観
と
み
ど
り
の
維
持

に
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う「
機
」

が
、
ま
さ
に
今
到
来
し
た
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

３
年
後
の
２
０
２
０
年
、
本
市
は
市
制
施
行
50

周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
、
条
例

を
基
軸
と
し
た「
景
観
計
画
」を
策
定
し
、
さ
ら
に

美
し
い
ま
ち
並
み
の
形
成
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
和
」で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
チ
ャ
ン
ス
の
時

期
を「
待
つ
」と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
私
は

こ
れ
か
ら
も
市
民
と
行
政
が
し
っ
か
り
議
論
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
や
体
験
を
有
機
的
に
つ
な
げ
、

双
方
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
政
策
展
開
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
の
幸
せ
を

実
現
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
本
市
を
訪
れ
る
国

内
外
か
ら
の
観
光
客
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市民との懇談会（スライド右側が筆者）

市民との沿道花壇整備（左から１人目が筆者）
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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

中
山
道
・
下
仁
田
街
道
・
十
石
街
道

第
23
回

は
じ
め
に

　

藤
岡
市
は
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」の
構

成
資
産
の
一
つ「
高
山
社
跡
」を
保
有
し

て
い
る
。
本
市
は
、
石
器
時
代
の
住
居

跡
や
古
墳
時
代
の
史
跡
を
数
多
く
有
す

る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
古
く
か
ら
栄

え
、
室
町
時
代
に
は
関
東
管
領
職
に

あ
っ
た
山
内
上
杉
憲
実
が
平
井
城
を
築

城
し
、
江
戸
時
代
に
は「
日
野
絹
」の
集

散
地
と
し
て
に
ぎ
わ
い
、
近
年
は
養
蚕

と
瓦
産
業
で
隆
盛
す
る
な
ど
、
多
く
の

人
々
が
行
き
交
じ
る
交
流
都
市
と
し
て

発
達
し
て
き
た
。

　

現
在
は
、
首
都
圏
か
ら
約
90
㎞
に
位

置
し
、
関
越
自
動
車
道
と
上
信
越
自
動

車
道
が
合
流
す
る
自
動
車
交
通
の
要
衝

で
あ
る
こ
と
と
、
花
と
緑
と
清
流
の
豊
か

な
自
然
環
境
と
、
長
い
歴
史
に
培
わ
れ

た
歴
史
風
土
、
伝
統
文
化
を
生
か
し
て
、

企
業
誘
致
と
観
光
振
興
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

藤
岡
市
と
３
つ
の
街
道

　

藤
岡
市
は
、
群
馬
県
の
南
西
部
に
位

置
し
、
中
山
道
・
下
仁
田
街
道
・
十
石

街
道
が
通
過
す
る
。
中
山
道
は
本
市
の

北
端
を
わ
ず
か
に
通
っ
て
い
る
。
下
仁

田
街
道
は
、
本
市
を
東
西
に
走
り
、
市

街
地
で
十
石
街
道
と
交
差
す
る
。
十
石

街
道
は
、
新
町
宿
か
ら
本
市
の
市
街
地

を
南
北
に
走
り
、
天
領
で
あ
っ
た
多
野

郡
神
流
町
・
上
野
村
を
経
た
の
ち
に
、

十
石
峠
を
越
え
て
信
州
佐
久
に
通
じ
て

い
る
。
佐
久
米
が
日
に
十
石
の
割
合
で

峠
を
越
え
山
中
領
に
入
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
十
石
峠
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

絹
の
集
積
地
と
し
て
花
開
く

　

江
戸
時
代
、
中
山
道
の
脇
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
藤
岡
市
は
、
多
く

の
人
や
物
産
、
文
化
が
行
き
交
い
、
さ

ら
に
、
日
野
絹
の
集
積
地
と
し
て
発
展

し
た
。「
絹
市
」
に
は
、
三
井
越
後
屋
呉

服
店（
現
在
の
三
越
）も
出
店
さ
れ
、
江

戸
や
大
阪
か
ら
も
商
人
が
訪
れ
る
ほ
ど

盛
況
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
に
お
い
て
も
、
絹
に
連
な

る
歴
史
を
背
景
に
、
都
市
間
交
流
の
実

現
が
図
ら
れ
て
い
る
。
平
成
25
・
27
年
、

諏
訪
神
社
宮
神
輿
の「
里
帰
り
」が
実
現

し
た
。
三
井
越
後
屋
呉
服
店
（
現
在
の

三
越
）
が
絹
市
出
店
の
礼
と
し
て
、
安

永
９
年（
１
７
８
０
年
）諏
訪
神
社
に
宮

世
界
文
化
遺
産「
高
山
社
跡
」が
あ
る
ま
ち 

藤
岡

藤ふ
じ
お
か岡

市
長（
群
馬
県
）　

新あ

ら

い井
利と

し
あ
き明

絹市の様子を描いた図「諸国道中商人鑑」より

下仁田街道に面し、由緒ある動堂観世音が安置されている
一行寺
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神
輿
が
奉
納
さ
れ
た
。
そ
の
神
輿
を
神

田
祭（
室
町
一
丁
目
祭
）に
お
い
て
、
藤

岡
市
民
で
巡
行
を
行
い
、
日
本
橋
と
の

交
流
を
深
め
る
橋
渡
し
と
な
っ
た
。

下
仁
田
街
道
と
一
行
寺

　

下
仁
田
街
道
沿
い
に
あ
る
一い

ち
ぎ
ょ
う
じ

行
寺

は
、
城
下
を
整
備
し
た
芦
田
康
貞
が

元
々
あ
っ
た「
本も
と
ゆ
る
ぎ
ど
う

動
堂
」の
地
か
ら
こ
の

地
に
移
し
た
も
の
で
、
安
置
さ
れ
る

「
動ゆ
る
ぎ
ど
う
か
ん
ぜ
お
ん

堂
観
世
音
」は
鎌
倉
時
代
初
め
に
起

き
た
干
ば
つ
の
折
に
、
お
堂
が
揺
れ
て

甘か
ん
う雨

を
も
た
ら
し
た
ご
利
益
を
授
か
っ

た
仏
像
で
あ
る
。
以
来
、
町
を
通
る
下

仁
田
街
道
は「
動
ゆ
る
ぎ
ど
う堂
通
り
」と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

十
石
街
道
と
社
寺

　

下
仁
田
街
道
と
十
石
街
道
が
交
わ
る

一
丁
目
に
は
、
角
柱
の
道
標
が
建
て
ら

れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
近
隣
の

増ぞ
う
し
ん
じ

信
寺
の
門
前
に
移
さ
れ
て
い
る
。

　

十
石
街
道
は
市
街
地
の
外
れ
で
、
諏

訪
神
社
鳥
居
前
を
通
過
す
る
。
諏
訪
神

社
の
社
殿
は
全
長
57
ｍ
の
前
方
後
円
墳

の
墳
頂
に
建
立
す
る
。
ち
な
み
に
市
内
に

は
千
四
百
基
余
り
の
古
墳
が
あ
る
事
が

知
ら
れ
て
お
り
、
古
墳
王
国
群
馬
で
も
、

本
市
は
屈
指
の
古
墳
分
布
圏
を
も
つ
。

　

さ
ら
に
、
旧
鬼
石
町
に
向
か
う
十
石

街
道
は
、
浄じ
ょ
う
ぼ
う
じ

法
寺
に
至
る
。
浄
法
寺
は

弘
仁
８
年（
８
１
７
年
）に
最
澄（
伝
教

大
師
）
が
本
地
を
訪
れ
、
本
寺
で
法
を

説
い
た
の
で
大
勢
の
人
が
押
し
寄
せ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。

　

山
間
地
に
所
在
す
る
満ま
ん
ぷ
く
じ

福
寺
に
は
、

桃
山
時
代
に
描
か
れ
た
国
指
定
重
要

文
化
財
の
南
蛮
画
「
紙
本
著
色
泰
西
王

侯
図
二
幅
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
貿
易
船
の
来
港
な
ど
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
た
西
洋
画
を
手
本
に
日
本

画
の
材
料
を
用
い
て
描
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。

世
界
文
化
遺
産「
高
山
社
跡
」

　

中
山
道
や
下
仁
田
街
道
、
十
石
街
道

は
、
絹
市
で
栄
え
た
本
市
か
ら
江
戸
や

京
都
へ
の「
絹
の
道
」と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
。
絹
市
の
発
展
は
、「
高
山
社
跡
」

を「
官
営
富
岡
製
糸
場
」と
と
も
に
世
界

文
化
遺
産
登
録
へ
と
導
い
た
も
の
で
あ

る
。
高
山
社
跡
は
、「
清せ
い
お
ん
い
く

温
育
」と
い
う

画
期
的
な
養
蚕
飼
育
法
を
考
案
し
た
高

山
長
五
郎
の
生
家
で
あ
り
、
の
ち
に
養

蚕
技
術
者
を
養
成
し
た
分
教
場
と
し

て
、
日
本
の
絹
輸
出
産
業
の
底
上
げ
に

貢
献
し
た
。

増信寺門前にある道標は、往来する旅人が道に迷わないよう
建てられたものを当寺へ移設したもの

十石峠に向かう街道にあり、桃山時代の南蛮絵が所蔵されて
いた満福寺

　
藤
岡
市
に
は
、「
中
山
道
」「
下
仁
田
街

道
」「
十
石
街
道
」な
ど
が
通
り
、
古
く
か

ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
。

　
藤
岡
市
の
中
心
部
で
あ
る
藤
岡
地
区

は
、
江
戸
時
代
に
は
周
辺
か
ら
産
出
さ

れ
る
絹
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
、『
絹
市
』

が
開
か
れ
て
い
た
。
江
戸
や
大
坂
か
ら

も
多
く
の
商
人
が
訪
れ
る
ほ
ど
の
盛
況

で
、
そ
う
し
た
地
域
の
活
況
を
背

景
に
、
江
戸
で
名
声
を
博
し
た
浮

世
絵
師
・
菊
川
英
山
が
多
く
の
作

品
を
残
す
な
ど
芸
術
文
化
が
花
開

い
た
。

　
諏
訪
神
社
に
残
る
宮
神
輿
は
、

当
時
藤
岡
市
に
支
店
が
あ
っ
た
三

井
越
後
屋
が
奉
納
し
た
も
の
で
あ

る
。
藤
岡
市
に
は
こ
う
し
た
絹
産

業
や
養
蚕
に
関
連
し
た
文
化
資
源

が
今
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

一
口
メ
モ

中山道・下仁田街道・十石街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

中山道

藤岡市

下仁田街道

十石街道

藤
岡
の
繁
栄
を
支
え
た
諸
街
道
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

小
千
谷
市
は
新
潟
県
魚
沼
地
域
の
最

北
部
に
あ
り
、
国
内
有
数
の
豪
雪
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
雪
が
も
た
ら

す
豊
富
な
水
は
、
市
内
中
心
部
を
流
れ

る
信
濃
川
に
集
ま
り
、
米
ど
こ
ろ
新
潟

県
を
潤
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産
が
盛
ん
で
あ

り
、
ま
た「
錦
鯉
発
祥
の
地
」と
し
て
の

養
殖
業
は
、
現
在
で
は
海
外
25
カ
国
以

上
へ
の
輸
出
が
出
荷
額
の
７
〜
８
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
本
年
４
月
に
は
、
中

山
間
地
の
棚
田
を
生
か
し
た
稲
作
と
錦

鯉
の
生
産
形
態
が「
雪
の
恵
み
を
活
か

し
た
稲
作
・
養
鯉
シ
ス
テ
ム
」と
し
て
日

本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

雪
の
恵
み
は
農
水
産
物
に
と
ど
ま
ら

ず
、
漂
白
の
た
め
雪
上
に
さ
ら
す
こ
と

で
知
ら
れ
る
麻
織
物
の「
小お
ぢ
や
ち
ぢ
み

千
谷
縮
」

や
、
食
品
や
日
本
酒
の
雪
中
貯
蔵
な

ど
、
暮
ら
し
の
中
で
活
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
か
つ
て
１
年
の
半
分
を
雪
に
閉

ざ
さ
れ
て
い
た
小
千
谷
の
人
は
、
忍
耐

強
く
、
真
面
目
な
気
質
を
今
に
受
け
継

い
で
い
ま
す
。

基
幹
産
業
の
発
展
と 

技
能
の
継
承
対
策

　

本
市
は
、
稲
作
中
心
の
農
業
と
、
小

千
谷
縮
、
紬
な
ど
の
織
物
産
業
に
よ
り

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
忍
耐
強

く
、
真
面
目
な
気
質
を
持
つ
人
材
が
、

微
細
か
つ
繊
細
な
技
術
力
と
堅
実
な
経

営
を
も
た
ら
し
、
鉄
工
業
、
電
子
部
品
・

精
密
機
械
製
造
業
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
本
市
の
基
幹

産
業
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
織
物
製
造
工
程
に
お
い
て
女
性
の

働
く
環
境
が
整
っ
て
い
た
本
市
で
は
、

30
〜
40
代
女
性
の
就
業
率
が
高
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　

平
成
16
年
10
月
23
日
に
発
生
し
た
新

潟
県
中
越
大
震
災
で
は
、
多
く
の
企

業
・
事
業
所
が
被
害
を
受
け
、
長
期
操

業
を
停
止
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
教
訓
と
考
え
た
小
千
谷
鉄
工
電

子
協
同
組
合
で
は
、
企
業
間
の
協
力
体

制
と
共
通
の
高
い
技
術
を
持
つ
必
要

性
、
熟
練
技
能
の
次
世
代
へ
の
継
承
、

今
後
の
就
業
者
確
保
な
ど
を
課
題
と
し

て
と
ら
え
、
技
能
の
高
度
化
と
共
通

化
、
技
術
継
承
を
目
的
と
し
た「
テ
ク

ノ
小
千
谷
名
匠
塾
」を
設
立
し
ま
し
た
。

企
業
の
垣
根
を
超
え
た
技
術
指
導
に
よ

り
、
現
在
ま
で
に
１
０
０
名
を
超
え
る

技
能
検
定
合
格
者
を
輩
出
し
て
お
り
、

熟
練
技
術
者
が
若
手
技
術
者
に
対
し
て

技
能
を
教
え
、
技
能
士
資
格
取
得
を
奨

励
す
る
こ
と
で
、「
技
術
力
の
小
千
谷
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
元
企
業
融
合
の 

キ
ャ
リ
ア
教
育

　

本
市
で
は
、
産
業
界
と
県
立
高
等
学

校
２
校
が
連
携
し
、
中
学
生
向
け
キ
ャ

リ
ア
教
育
推
進
事
業「
お
ぢ
や
し
ご
と

未
来
塾
」を
平
成
27
年
度
か
ら
開
催
し

て
い
ま
す
。
市
内
の
企
業
な
ど
が
、
Ｕ

タ
ー
ン
を
含
め
た
将
来
の
就
職
先
の
選

択
肢
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
、
中

学
生
に
対
し
て
早
期
の
動
機
付
け
や
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
が

成
長
し
、
進
学
の
た
め
一
時
的
に
市
外

に
転
出
し
て
も
、
将
来
の
就
職
先
に
地

元
企
業
を
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

生
涯
楽
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
　

魅
力
あ
る
ま
ち「
お
ぢ
や
」

小お

ぢ

や

千
谷
市（
新
潟
県
）�

 

小
千
谷
市
長
　
大お

お
つ
か塚

昇し
ょ
う
い
ち一

1
錦鯉品評会を訪れる外国人観光客
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取
り
組
み
を
、
企
業
、
高
等
学
校
お
よ

び
中
学
校
と
密
接
な
協
力
関
係
で
事
業

展
開
し
て
い
ま
す
。
先
が
長
い
取
り
組

み
で
す
が
、
地
元
出
身
者
が
帰
っ
て
き

た
く
な
る
意
識
付
け
に
加
え
、
地
域
の

魅
力
を
磨
き
、
産
業
競
争
力
を
高
め
て

持
続
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

病
院
統
合
と
公
共
交
通
網
再
編

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
医
療
基

盤
の
整
備
を
積
極
的
に
支
援
し
て
き
ま

し
た
。

　

本
年
４
月
に
、
本
市
の
経
営
母
体
の

異
な
る
２
つ
の
総
合
病
院
が
統
合
し
、

郊
外
に
３
０
０
床
を
有
す
る
新
潟
県
厚

生
連
小
千
谷
総
合
病
院
が
開
院
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ

り
、
産
科
、
小
児

科
の
医
療
体
制
が

維
持
強
化
さ
れ
、

若
者
に
と
っ
て
定

住
し
や
す
い
安
心

感
の
あ
る
出
産
・

子
育
て
環
境
が

整
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
老

朽
化
す
る
施
設
へ

の
対
応
と
医
師
不

足
の
解
消
に
向
け
て
の
課
題
に
対
し
て

最
大
限
の
支
援
を
行
い
、
統
合
開
院
で

き
た
こ
と
で
、
少
し
だ
け
肩
の
荷
を
下

ろ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
街
地
に
あ
る
２
つ
の
総
合
病
院
が

移
転
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
路
線
バ
ス

や
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
網

も
大
幅
に
見
直
し
ま
し
た
。
高
齢
化
の

進
展
に
よ
る
交
通
弱
者
へ
の
利
便
性
を

維
持
、
高
め
る
た
め
に
も
、
公
共
交
通

空
白
地
域
を
解
消
し
つ
つ
、
公
共
施

設
、
医
療
機
関
や
新
病
院
を
結
ぶ
公
共

バ
ス
路
線
、
ま
た
、
新
た
に
市
街
地
に

循
環
路
線
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
、
大

幅
に
経
路
、
時
刻
、
本
数
な
ど
を
変
更

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
に
よ
る「
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
中
心
市
街

地
に
立
地
し
て
い
た
旧
病
院
施
設
の
活

用
方
策
に
つ
い
て
、
民
間
資
本
を
視
野

に
入
れ
た
最
適
な
土
地
利
用
、
施
設
活

用
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
市
内
外
か

ら「
訪
れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」を
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

本
市
は
平
成
27
年
10
月
に「
小
千
谷

市
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少

を
抑
制
す
る
た
め
、
し
ご
と
づ
く
り
、

ひ
と
の
流
れ
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

安
心
、
ま
ち
づ
く
り
の
４
本
柱
を
据
え

て
、
各
種
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
新

規
起
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
地
域
産

業
を
含
め
た
企
業
立
地
を
推
進
し
、
若

者
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
基
盤
や
公
共
交
通
機
関

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
安
価
で
暮

ら
し
や
す
い
宅
地
、
住
宅
を
提
供
し
、

雪
に
強
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り

ま
す
。

　

本
市
の
都
市
像
に
も
あ
る
よ
う
に
、

市
民
が
暮
ら
し
の
中
で
住
み
よ
さ
を
実

感
し
て
も
ら
え
る
施
策
の
実
践
に
よ

り
、
地
域
の
宝
で
あ
る
人
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
住
み
よ
い
ま
ち
、
暮

ら
し
続
け
た
い
ま
ち「
お
ぢ
や
」
の
実

現
に
向
け
、
今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

キャリア教育推進事業「おぢやしごと未来塾」

◆ 

面
積　
　

１
５
５
・
19
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
６
４
５
４
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
２
７
２
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
〜
ひ
と
・
技
・
自
然
〜　

暮
ら
し
て
実
感　

地
域
の
宝
が
輝
く
ま
ち　

お
ぢ
や

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
新
潟
県
魚
沼
地
域
に
属
し
、

日
本
一
の
大
河
信
濃
川
が
造
っ
た
河
岸
段
丘

上
に
位
置
す
る
自
然
豊
か
な
ま
ち

〔
特
産
品
〕
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、へ
ぎ
そ
ば
、

米
菓
、
小
千
谷
縮
、
錦
鯉

〔
観
光
〕
世
界
一
・
四
尺
玉
花
火
の
片
貝
ま
つ

り
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
牛
の

角
突
き
（
闘
牛
）」、
錦
鯉
の
里
、
山
本
山

高
原

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
船
岡
公
園
桜
ま
つ
り
、
信
濃

川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
（
４
月
）、
お
ぢ
や

ま
つ
り
（
８
月
）、
片
貝
ま
つ
り
（
９
月
９
・

10
日
）、
新
潟
県
錦
鯉
品
評
会
（
10
月
）、
お

ぢ
や
風
船
一
揆（
雪
原
熱
気
球
大
会
：
2
月
）

小千谷市長

大塚昇一

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新潟市

小千谷市
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わが
を
語
る

市
野
田
市
の
未
来
の
た
め 

子
ど
も
た
ち
に
投
資

　

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
わ
が
野
田
市

の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
自
治
体
が
抱

え
る
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

課
題
に
対
す
る
私
の
答
え
は
明
快
で

す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
野
田

市
に
住
み
続
け
た
い
、
大
人
に
な
っ
て

一
時
的
に
転
出
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
投
資
が
重
要
で
あ
り
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
整
備
や
施
策
を
推
進
し
、

さ
ら
に
、
教
育
環
境
の
整
備
を
推
進
す

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
は

ぐ
く
み
、
本
市
へ
の
定
住
意
識
を
醸
成

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
立
の
小
中
学
校

の
全
児
童
生
徒
約
１
万
２
０
０
０
人
を

対
象
に
、
無
記
名
、
自
由
記
述
式
で
実

施
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
私
と
直
接

会
っ
て
話
を
し
た
い
児
童
生
徒
に
は
記

名
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
は
す
べ
て
私
が
直
接
読
ん
で
お
り
、

記
名
者
の
う
ち
、
興
味
を
持
っ
た
回
答

者
と
意
見
交
換
を
行
う
予
定
で
す
。
そ

こ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
実
施

す
べ
き
施
策
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

先
生
と
児
童
生
徒
の
触
れ 

合
う
時
間
を
増
や
す
た
め
に

　

本
市
で
は
、
現
在
、
エ
ア
コ
ン
の
設

置
や
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
、
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

と
て
も
重
要
な
取
り
組
み
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
、
子
ど
も
た
ち
を
直
接
指
導

す
る
先
生
方
が
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
子
ど
も
と
と
も
に
行
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
書
類
整
理
や
集
金
事

務
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
な
ど
に
多
く

の
時
間
が
費
や
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
年
度
以

降
、
教
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

「
学
級
事
務
支
援
員
の
配
置
」で
す
。
こ

れ
は
、
学
級
担
任
が
行
う
事
務
を
補
助

す
る
学
級
事
務
支
援
員
を
各
学
校
に
配

置
す
る
も
の
で
、
本
年
度
は
、
市
内
全

小
学
校（
20
校
）
に
各
１
人
支
援
員
を

配
置
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
、「
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
教
員

が
個
別
に
作
成
し
て
い
た
通
知
表
や
健

康
診
断
票
な
ど
を
一
括
し
て
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
30
年
４
月
か

ら
本
格
運
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
子
ど
も
未
来
教
室
」と
し
て

無
料
の
学
習
支
援

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
未
来
へ
希

望
を
持
っ
て
進
路
を
選
択
し
、
自
立
し

た
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
子
ど
も
未
来
教
室
」
を
本
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
11
校
あ
る
市
立
中

学
校
の
全
生
徒
を
対
象
に
、
週
１
回
無

料
の
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

主
な
講
師
は
大
学
生
で
、
数
学
と
英

語
の
２
教
科
の
基
礎
学
習
を
中
心
に
、

教
育
環
境
の
整
備
と
市
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル
で

元
気
で
明
る
い
家
庭
を
築
け
る
野
田
市
に

野の

だ田
市（
千
葉
県
）�

 

野
田
市
長
　
鈴す

ず

き木
　
有ゆ

う

2
未来を担う子どもたちへの授業の一コマ
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生
徒
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
教
材
も
使

用
し
な
が
ら
個
別
指
導
を
行
う
ほ
か
、

３
年
生
に
は
、
高
等
学
校
進
学
に
向
け

た
学
習
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
小
学
生
の
居

場
所
づ
く
り
を
兼
ね
た
学
習
支
援
も
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

“
自
然
再
生
・
創
出
”と“
歴
史
”

と“
食
”に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

　

本
市
は
、自
然
再
生
・
生
物
多
様
性
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
か
つ
て
国
内
各
地

で
見
ら
れ
、
里
山
周
辺
の
田
ん
ぼ
の
食

物
連
鎖
の
頂
点
で
あ
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
飼
育
し
、
野
生
復
帰
を
目
指
し
て
い

ま
す
。コ
ウ
ノ
ト
リ
も
棲
め
る
環
境
は
、

餌
と
な
る
多
く
の
生
き
物
を
は
ぐ
く
む

と
と
も
に
、
人
間
に
と
っ
て
も
安
全
・
安

心
に
暮
ら
せ
る
環
境
と
い
え
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
本
市
は
、

市
民
は
も
ち
ろ
ん
、市
外
の
方
に
も「
住

み
や
す
い
ま
ち
」「
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
」「
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」と

い
っ
た
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
に
違

い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
利
根
川
、
江
戸
川
、

利
根
運
河
に
囲
ま
れ
、
古
く
か
ら
川
の

恵
み
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
北
部
は
大

都
市
江
戸
へ
の
玄
関
口
で
あ
り
、
重
要

な
川
の
関
所
が
設
け
ら
れ
た
関
宿
藩
の

城
下
と
し
て
、
南
部
は
江
戸
っ
子
の
食

文
化
を
支
え
た
醤
油
醸
造
業
を
中
心

に
、
文
化
と
歴
史
豊
か
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
市
の
魅
力
を
最

大
限
に
活
か
し
、
地
域
づ
く
り
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
地

域
づ
く
り
に
は
市
民
参
加
が
重
要
と
も

考
え
、
本
年
度
は
、
市
民
を
巻
き
込
ん

だ
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
企

画
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
業

を
通
し
て
、
本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
網
の
整
備
も
非
常
に
重
要

　

本
市
全
体
と
し
て
、
将
来
人
口
の
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
に

歯
止
め
を
掛
け
、
人
口
増
に
向
か
わ
せ

る
た
め
に
は
、
東
京
直
結
鉄
道（
東
京

８
号
線
）
の
整
備
が
重
要
で
す
。
本
市

に
と
っ
て
交
通
の
利
便
性
向
上
は
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
鉄
道
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、
移
住
・
定
住
者
が
増
加
し
て
い
く

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
交
通
網
の
整
備
も
重

要
で
す
。
本
市
に
は
、
屋
根
に
枝
豆
の

オ
ブ
ジ
ェ
を
載
せ
た
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な

デ
ザ
イ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス“
ま

め
バ
ス
”
が
走
っ
て
い
ま
す
。
旧
野
田

市
と
旧
関
宿
町
の
合
併
を
機
に
運
行
を

開
始
し
た
ま
め
バ
ス
は
、
13
年
が
経
過

し
、
よ
り
生
活
に
密
着
し
た
ま
め
バ
ス

と
な
る
よ
う
、
現
在
、
運
行
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
バ
ス
な

ど
の
活
用
や
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
も

視
野
に
入
れ
、
本
市
全
体
の
交
通
網
を

ど
う
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
で

作
業
を
進
め
て
お
り
、
ま
ず
は
平
成
31

年
４
月
に
、
よ
り
生
活
に
密
着
し
た
ま

め
バ
ス
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え

つ
つ
、
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
元

気
で
明
る
い
家
庭
を
築
け
る
野
田
市
に

し
て
い
き
ま
す
。

　

野
田
市
と
野
田
市
の
子
ど
も
た
ち
に

栄
光
あ
れ
！

野田市長

鈴木　有

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

千葉市

野田市

◆ 

面
積　
　

１
０
３
・
55
㎢

◆ 

人
口　
　

15
万
４
７
７
２
人

◆ 

世
帯
数　

６
万
６
２
３
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
〜
人
の
つ
な
が
り
が
ま
ち
を

変
え
る
〜　

み
ん
な
で
つ
く
る　

学
び
と
笑

顔
あ
ふ
れ
る　

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
棲
め
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
周
囲
を
利
根
川
、
江
戸
川
、

利
根
運
河
に
囲
ま
れ
た
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

地
域
で
、
古
く
、
北
部
は
江
戸
へ
の
玄
関
口

で
川
の
関
所
が
設
け
ら
れ
た
関
宿
藩
の
城
下

と
し
て
、
南
部
は
醤
油
醸
造
業
を
中
心
に
、

文
化
と
歴
史
豊
か
に
発
展

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
15
年
６
月
６
日
、
関

宿
町
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
黒
酢
米
、
醤
油
、
せ
ん
べ
い
、

漬
物
、
み
そ
、
枝
豆
、
日
本
酒
、
焼
酎

〔
観
光
〕
清
水
公
園
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の

知
り
し
ょ
う
ゆ
館
、
髙
梨
本
家
上
花
輪
歴
史

館
髙
梨
氏
庭
園
、千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
、

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
、
関
根
名
人
記
念
館
、

野
田
市
市
民
会
館
、
茂
木
本
家
美
術
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
関
宿
城
さ
く
ら
ま
つ
り
、
つ
つ

じ
ま
つ
り
、
野
田
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
、
三
ケ

町
夏
祭
り
、
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
、
野
田
夏
ま

つ
り
躍
り
七
夕
、
関
宿
ま
つ
り
〈
花
火
〉、
野

田
市
産
業
祭
、
野
田
市
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
、

関
宿
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
さ
く
ら
ま
つ
り
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わが
を
語
る

市
街
道
の
ま
ち
中
津
川

　

古
代
は「
東
山
道
」、
近
世
は「
中
山

道
」「
南
北
街
道
」を
介
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
に
よ
る
街
道
文
化
が
息
づ
く
中

津
川
市
に
は
、
中
山
道
の「
中
津
川
宿
」

「
落
合
宿
」「
馬
籠
宿
」の
３
宿
が
あ
り
、

山
深
い
木
曽
路
を
前
に
し
た
宿
場
に
は

多
く
の
人
々
が
滞
在
し
、
江
戸
や
京
都

の
都
文
化
が
運
ば
れ
、
に
ぎ
や
か
な
宿

場
ま
ち
と
し
て
の
文
化
を
は
ぐ
く
み
、

中
津
川
宿
よ
り
北
に
向
か
う
南
北
街
道

沿
線
は
、
日
本
海
文
化
圏
と
の
つ
な
が

り
と
山
村
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　

街
道
が
交
差
し
、
日
本
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
本
市
は
、
経
済
面
で
も
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
中
央
と
地
方

を
つ
な
ぐ
交
通
結
節
点
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

街
道
が
も
た
ら
し
た 

歴
史
と
文
化

　

県
境
を
越
え
て
も
歴
史
・
文
化
は
街

道
を
通
じ
て
普
遍
的
な
つ
な
が
り
を

持
ち
、
本
市
に
お
い
て
も
近
隣
の
木
曽

と
飛
騨
の
森
林
文
化
を
共
有
し
て
き
ま

し
た
。

　

木
曽
地
域
と
裏
木
曽
と
呼
ば
れ
る

本
市
に
は
、
自
然
度
が
高
く
世
界
的
に

も
希
少
で
貴
重
な
温
帯
性
針
葉
樹
林

が
広
が
っ
て
お
り
、
国
は「
木
曽
悠
久

の
森
」
と
し
て
、
数
百
年
に
及
ぶ
森
林

の
保
護
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
当
地
域
か
ら
伐
り
出
さ
れ

た
良
質
な
ヒ
ノ
キ
は
伊
勢
神
宮
、
姫
路

城
、
明
治
神
宮
な
ど
数
多
く
の
歴
史
的

建
造
物
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で

も
20
年
に
一
度
行
わ
れ
る
伊
勢
神
宮
の

式
年
遷
宮
の
御
用
材
と
し
て
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
街
道
を
人
や
物
、
情

報
が
盛
ん
に
往
来
す
る
こ
と
で
、
都
の

芸
能
文
化
で
あ
っ
た
歌
舞
伎
が
地
方
で

演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
地
域

に
も
庶
民
の
娯
楽
と
し
て
広
ま
り
、
や

が
て
は
自
分
た
ち
が
演
じ
手
と
な
る

「
地
歌
舞
伎
」
と
し
て
現
在
ま
で
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
に
は

岐
阜
県
か
ら「
岐
阜
の
宝
も
の
」
に
認

定
さ
れ
、
県
と
連
携
し
て
地
域
資
源
の

磨
き
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
じ
く
江
戸
時
代
、
こ
の
地
方
を
治

め
て
い
た
遠
山
藩
の
居
城
で
あ
っ
た
苗

木
城
跡
は
、
当
時
の
風
情
を
し
の
ぶ
こ

と
が
で
き
る
旧
跡
と
し
て
、
歌
舞
伎
の

芝
居
小
屋
と
と
も
に
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
文
豪
・
島
崎
藤
村
、
日

本
画
家
の
前
田
青
邨
、
洋
画
家
の
熊
谷

守
一
の
出
生
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
馬

籠
宿
の
島
崎
家
跡
地
に
建
つ
藤
村
記
念

館
に
は
、
代
表
作「
夜
明
け
前
」
な
ど

の
作
品
原
稿
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
街
道
」が
つ
な
ぐ
歴
史
と
文
化

リ
ニ
ア
時
代
の
宿
場
ま
ち
を
目
指
し
て

中な

か

つ

が

わ

津
川
市（
岐
阜
県
）�

 

中
津
川
市
長
　
青あ

お
や
ま山

節せ

つ

じ児

3
地歌舞伎のまち中津川をアピールするＰＲイラスト

中山道43番目の宿場で、木曽11宿の一番南の宿場町「馬籠宿」
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新
た
な
み
ち
＝
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
可
能
性

　

２
０
２
７
年
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が

開
業
、
東
京
〜
名
古
屋
間
が
約
40
分
で

つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、
本
市
に
は
岐

阜
県
駅
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
整
備

工
場
を
有
す
る
中
部
総
合
車
両
基
地
も

設
置
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
４
５
年
に
全
線
が
開
通
す
る

と
、
中
津
川
と
東
京
、
大
阪
が
各
１
時

間
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は“
新
た
な
み

ち
”
で
あ
り
、
岐
阜
県
駅
は
多
く
の
人

や
物
が
行
き
来
す
る
新
た
な
交
通
の
結

節
点
と
し
て
、
都
市
と
地
方
を
つ
な
ぐ

役
割
と
地
方
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

併
せ
持
つ
現
代
の
宿
場
ま
ち
の
核
と
な

り
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
こ
こ
で
し
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
景
色
、
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
食
べ
物
な
ど
市
の
魅
力
を

磨
き
上
げ
、
強
く
発
信
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
は
岐
阜
県
駅
を
中
心
と
し
た

２
時
間
圏
内
の
人
の
往
来
を
広
域
観
光

や
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ギ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
む

　

近
年
、
外
国
人
旅
行
者
を
含
め
、「
歩

く
」
ス
タ
イ
ル
に
よ
り
旅
を
楽
し
む

人
々
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
近
い
将

来
、
リ
ニ
ア
に
乗
る
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感

と
リ
ニ
ア
か
ら
降
り
立
っ
た
後
に
空
気

や
景
色
、
歴
史
・
文
化
を
体
で
感
じ
な

が
ら
街
道
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
と
い
う

ギ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
む
旅
行
者
も
増
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

訪
れ
て
み
た
い
、 

住
ん
で
み
た
い
と
思
う 

ま
ち
づ
く
り

　

中
津
川
市
で
は
リ
ニ
ア
時
代
を
見
据

え
、
宿
場
町
の
風
情
や
地
歌
舞
伎
、
芝

居
小
屋
、
森
林
文
化
な
ど
地
域
の
魅
力

を
磨
き
上
げ
、
こ
こ
に
し
か
な
い
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
も
の
を
作
り
上
げ
、
多
く

の
人
が
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
や
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
に
よ
り
ま
ち
の
利
便
性

を
高
め
、
よ
り
快
適
な
居
住
空
間
を
作

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
生
か
し
た
文

化
・
研
究
機
関
や
新
た
な
分
野
の
企
業

誘
致
を
進
め
、
若
者
と
女
性
が
働
き
や

す
く
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

街
道
が
果
た
し
て
き
た
文
化
や
産
業

な
ど
を
つ
な
ぐ
役
割
を
リ
ニ
ア
と
い
う

新
し
い
み
ち
が
担
い
、
こ
れ
を
生
か
す

た
め
の
人
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
人
口
減
少
社
会
に
挑
戦
し
て
ま
い

り
ま
す
。

江戸期に、馬籠宿と落合宿との間に造られた「落合の石畳」

◆ 

面
積　
　

６
７
６
・
45
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
９
７
７
５
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
２
２
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
か
が
や
く
人
　々

や
す
ら

げ
る
自
然　

活
気
あ
ふ
れ
る
中
津
川

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、

琵
琶
湖
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
。
日
本
百
名
山
の

恵
那
山
や
木
曽
川
、
付
知
川
な
ど
の
美
し
い

自
然
に
囲
ま
れ
、
古
く
は
中
山
道
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
、
近
年
は
中
核
工
業
団
地
を
中

心
に
商
工
業
都
市
と
し
て
成
長

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
２
月
13
日
、
長

野
県
山
口
村
を
含
む
１
市
７
町
村
が
合
併

〔
特
産
品
〕
栗
き
ん
と
ん
、
和
菓
子
、
五
平

も
ち
、
ほ
お
葉
す
し
、
地
酒
、
飛
騨
牛
、

夏
秋
ト
マ
ト
、
あ
じ
め
コ
シ
ョ
ウ
、
東
濃
ひ

の
き

〔
観
光
〕
中
山
道
３
宿
、
苗
木
城
跡
、
地
歌

舞
伎
、
芝
居
小
屋
、
付
知
峡
、
島
崎
藤
村
記

念
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
お
い
で
ん
祭
、
ふ
る
さ
と
じ

ま
ん
祭 

菓
子
ま
つ
り
、
つ
け
ち
全
国
レ

デ
ィ
ー
ス
・
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
、
中
津
川

TH
E

 S
O

LA
R

 B
U

D
O

K
A

N

、
清
流
木
曽

川
中
津
川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

中津川市長

青山節児

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

岐阜市

中津川市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

宮
崎
市
は
九
州
南
東
部
に
位
置
し
、

宮
崎
県
の
県
都
と
し
て
、ま
た
南
九
州
の

中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

「
太
陽
と
緑
」に
象
徴
さ
れ
る
本
市
は
、

日
向
灘
を
臨
む
宮
崎
平
野
に
あ
り
、
太

平
洋
に
沿
っ
て
流
れ
る
黒
潮
に
よ
っ
て
温

暖
な
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
、
亜
熱
帯
植

物
の
繁
殖
す
る
青
島
の
国
定
公
園
日
南

海
岸
の
南
国
色
豊
か
な
景
観
は
、県
外
か

ら
の
皆
さ
ま
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
話
や
伝
説
に
基
づ
く
歴
史
・

文
化
資
源
を
有
す
る
ほ
か
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
や
各
国
代
表
選
手
な
ど
の
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
、「
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
み
や
ざ
き
」と
し
て
全

国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
地
み
や
ざ
き
の
魅
力

　

本
市
は
、
快
晴
日
数
が
年
53
日（
全

国
第
２
位
）、
日
照
時
間
が
年
２
１
１
６

時
間（
全
国
第
３
位
）、
年
平
均
気
温

17
・
４
℃
（
全
国
第
３
位
）と
い
っ
た
気

象
条
件
に
恵
ま
れ
、
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
２
連
覇
中
の
宮
崎
牛
や
、
地
鶏
、

伊
勢
エ
ビ
、
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
、
日
向
夏
、

完
熟
き
ん
か
ん
な
ど
の
豊
富
な
食
材
、

国
内
は
も
と
よ
り
、
韓
国
・
台
湾
・
香
港

と
の
定
期
直
行
便
が
就
航
す
る
宮
崎
空

港
の
優
れ
た
交
通
ア
ク
セ
ス
、
そ
し
て

何
よ
り
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
に
対
応
し
た

野
球
場
を
は
じ
め
、
公
認
陸
上
競
技
場

な
ど
の
充
実
し
た
施
設
が
市
内
に
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
ま
り
、
練
習
環
境
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
と

な
り
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、

ゴ
ル
フ
、
陸
上
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な

ど
年
間
約
20
種
目
、
１
０
０
団
体
以
上

も
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ

を
積
み
重
ね
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
本
市
は
神
々
が
生
ま
れ

た
と
い
う「
神
話
」
も
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
チ
ー
ム
・
選
手
が
こ
こ

宮
崎
で「
勝
ち
運
」を
つ
か
み
、
輝
か
し

い
結
果
に
恵
ま
れ
る
な
ど
、
多
く
の

チ
ー
ム
や
ア
ス
リ
ー
ト
が
本
市
を
選
ぶ

理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
都
市 

み
や
ざ
き

　

こ
の
よ
う
な
強
み
を
生
か
し
、
本
市

で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
の
聖
地
」

と
し
て
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、
プ

ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
の
合
宿
、
キ
ャ
ン
プ
の

さ
ら
な
る
誘
致
を
実
現
さ
せ
、
交
流
人

口
の
増
加
や
販
路
拡
大
な
ど
、
よ
り
高

い
経
済
効
果
を
得
る
た
め
、「
総
合
ス

ポ
ー
ツ
戦
略
都
市
」
を
掲
げ
、
戦
略
的

に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
代
表
例
が
春
季
キ
ャ
ン
プ
で
、

今
年
も
Ｊ
リ
ー
グ
13
チ
ー
ム
を
、
特
に
、

プ
ロ
野
球
は
３
球
団（
読
売
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
、

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
）を
同
時

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国

で
も
本
市
だ
け
で
あ
り
、
期
間
中
の
総

観
客
数
は
約
50
万
人
に
も
上
り
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

海
外
お
よ
び
日
本
の
中
学
生
を
対
象
と

し
た「
東
ア
ジ
ア
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球

宮
崎
大
会
」
や
、
国
内
外
の
シ
ニ
ア
世

代
の
方
々
を
対
象
と
し
た「
全
日
本
グ

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
選
ば
れ
る
ま
ち

「
総
合
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
都
市
み
や
ざ
き
」

宮み
や
ざ
き崎
市（
宮
崎
県
）�

 

宮
崎
市
長
　
戸と

じ

き敷
　
正た

だ
し

4

春季キャンプでにぎわうスタジアム



市政 JUNE 201723

ラ
ン
ド
ベ
テ
ラ
ン
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
」
な
ど
、
各
種
大
会
の
開
催
支
援
を

通
し
て
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
に

努
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
季
に
は
、「
み
や
ざ
き
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
リ
ー
グ
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
現
在
で
は
、
国
内
プ
ロ
野
球
12
球

団
に
加
え
、
韓
国
プ
ロ
野
球
３
球
団
と

四
国
・
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
１
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
１
４
４
試
合
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
で
は
す
っ
か
り
秋
の
宮
崎
の
風
物

詩
と
な
っ
た
本
リ
ー
グ
で
す
が
、
平
成

28
年
度
か
ら
、
始
球
式
の
一
般
公
募
を

始
め
、
全
国
か
ら
多
数
の
応
募
を
い
た

だ
き
、全
日
空（
Ａ
Ｎ
Ａ
）の「
旅
作
」（
Ｈ

Ｐ
か
ら
飛
行
機・宿
泊
施
設
の
申
込
が
で

き
る
）に
て
、使
用
球
が
も
ら
え
る
特
典

付
き
の
宿
泊
プ
ラ

ン
を
販
売
す
る
な

ど
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
取
組
も

進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
リ
ー

グ
期
間
中
は
、
試

合
終
了
後
の
練
習

を
球
場
内
ベ
ン
チ

よ
り
見
学
で
き
る

「
ア
フ
タ
ー
ゲ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ

ア
ー
」や
フ
ァ
ン
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
中
心
市
街
地
で
実
施
す
る
な
ど
、
本

市
で
は
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
選
手
に
思

い
っ
き
り
プ
レ
ー
し
て
も
ら
う
た
め
の

施
設
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
お
も

て
な
し
の
心
」で
フ
ァ
ン
の
受
け
入
れ

態
勢
も
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

　

最
近
で
は
、「
２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

杯
」や「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
パ
ラ
」の

事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
は
、早
速
、日
本
陸
連
男

子（
短
距
離
）の「
宮
崎
強
化
合
宿
」が
実

現
し
た
こ
と
に
加
え
、
東
京
五
輪
に
向

け
、ド
イ
ツ
陸
上
競
技
連
盟
の
２
０
１
９

年
の
事
前
合
宿
地
や
２
０
２
０
年
の
直

前
合
宿
地
に
決
定
す
る
な
ど
、
成
果
が

出
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の
事
前
キ
ャ

ン
プ
に
つ
い
て
は
、
前
日
本
代
表
Ｈ
Ｃ

（
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
）、エ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
氏
が
現
在
Ｈ
Ｃ
を
務
め
る
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
代
表
へ
の
誘
致
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
28
年
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ラ
グ

ビ
ー
協
会
へ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い

ま
し
た
。
本
年
８
月
に
は
、
同
協
会
と

エ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
Ｈ
Ｃ
が
宮
崎
を
訪

問
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

際
に
は
改
め
て
本
市
の
充
実
し
た
施
設

や
豊
富
な
食
材
、
そ
し
て「
勝
ち
運
」を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

本
市
は
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン

プ
地
と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
豊
か
な
食
材
や
人

柄
の
良
さ
も
生
か
し
な
が
ら
、
地
産
地

消
や
地
産
外
商
を
推
進
し
、
本
市
の
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
、
資
源
の
付
加
価

値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、

な
お
一
層「
総
合
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
都
市

み
や
ざ
き
」の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生目の杜運動公園

◆ 

面
積　
　

６
４
３
・
67
㎢

◆ 

人
口　
　

40
万
３
２
２
５
人

◆ 

世
帯
数　

19
万
２
３
７
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
活
力
と
緑
あ
ふ
れ
る
太
陽

都
市
・
・
・
み
や
ざ
き
・
・
・

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
青
い
空
と
海
、
四
季
折
々

の
花
や
緑
に
彩
ら
れ
、
雄
大
な
自
然
と
温
暖

な
気
候
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
１
月
１
日
、
佐

土
原
町
、
田
野
町
、
高
岡
町
を
編
入
、
平
成

22
年
３
月
23
日
、
清
武
町
を
編
入

〔
特
産
品
〕
き
ゅ
う
り
、
ピ
ー
マ
ン
、
佐
土

原
ナ
ス
、
黒
皮
か
ぼ
ち
ゃ
、
日
向
夏
、
高
岡

文
旦
、
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
な
ど

〔
観
光
〕
宮
崎
神
宮
、
平
和
台
公
園
、
青
島
、

青
島
神
社
、
日
南
海
岸
、
堀
切
峠
、
鬼
の
洗

濯
板
、
み
そ
ぎ
池
な
ど

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
み
や
ざ
き
国
際
ス
ト
リ
ー
ト

音
楽
祭
、ま
つ
り
え
れ
こ
っ
ち
ゃ
み
や
ざ
き
、

宮
崎
神
宮
大
祭
、み
や
ざ
き
ゴ
ル
フ
マ
ン
ス
、

青
島
太
平
洋
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

宮崎市長

戸敷　正

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

宮崎市
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神
戸
市
西
区
の
自
然
豊
か
な
小
高
い
丘

に
あ
る“
神
戸
ワ
イ
ン
の
故
郷
”神
戸
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
は
、
ワ
イ
ン
専
用
ぶ
ど
う
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
ブ
ド
ウ
園
や
、
四
季
折
々

の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、“
神
戸
産

ぶ
ど
う
１
０
０
％
”
で
造
る
神
戸
ワ
イ
ン

は
、「
サ
ク
ラ
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７
」に
お

い
て
金
賞
お
よ
び
中
華
料
理
に
よ
く
合
う

ワ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
「
神
戸
印
路
シ
ナ

ノ
リ
ー
ス
リ
ン
グ
」
や
、
国
内
ワ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
ワ
イ
ン
も
多
数
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
と
合
わ
せ
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

神こ

う

べ戸
市（
兵
庫
県
）

神
戸
ワ
イ
ン
の

生
ま
れ
る
場
所

一般財団法人神戸みのりの公社
広報担当

安
あんどう
東香

かお り
織さん

推薦者

面積 557.02k㎡

人口 153万858人
（平成29年4月1日現在）

特産品
ケミカルシューズ、アパレル、
真珠、洋菓子、パン、須磨海苔、
いかなごの釘煮、灘の酒

※人口は「住民基本台帳」による。

神戸ポートタワーと神戸海洋博物館

神戸市



平成29年6月号



平成29年6月号
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特
集

虐待のない
安心して暮らせる地域づくり
　昨年、児童福祉法が改正されました。それに伴い、児童虐待の発生予防から自立支援までの対策強
化のために、児童相談所設置自治体の拡大、母子健康包括支援センターの全国展開、「要保護児童対
策地域協議会」の専門職の配置などが定められました。
　また、高齢者虐待も家庭内や施設内など閉ざされた環境で発生することが多いため、表面化しにくい
現実があり、各市町村では法律に基づいた対策が進められています。
　今回の特集では、「虐待がない地域社会をつくるために」、都市自治体に求められる取り組みととも
に、具体的な都市自治体の事例をご紹介します。

寄稿 1 市町村の役割と児童福祉法改正
流通科学大学人間社会学部教授　加藤曜子

寄稿 2
子どもを守る
切れ目ない一貫した支援に向けて
荒川区長　西川太一郎 

寄稿 3
「全ての人にやさしい“生涯安心なまち”」の
実現に向けて
川口市長　奥ノ木信夫 

寄稿 4 法改正後初の児童相談所設置に向けて
明石市長　泉　房穂
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1寄稿

　
は
じ
め
に

　

改
正
児
童
福
祉
法
は
検
討
事
項
を
残
す
も
の
の

２
０
１
７
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
。
児
童
福
祉
法

は
、
子
ど
も
が
心
身
共
に
発
達
成
長
し
、
や
が
て
大

人
に
な
る
た
め
の
土
台
づ
く
り
の
時
期
を
十
分
に
保

障
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
子
ど
も
家
庭
の
福
祉
に
関

す
る
法
律
で
あ
る
。
本
稿
で
は
児
童
福
祉
法
改
正
の

背
景
と
経
過
お
よ
び
本
法
で
市
町
村
に
期
待
さ
れ
て

い
る
支
援
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
児
童
虐
待
の
状
況

　

児
童
福
祉
法
改
正
の
背
景
は
児
童
虐
待
対
応
へ
の

見
直
し
の
要
請
で
あ
っ
た
。
児
童
虐
待
防
止
法
は

２
０
０
０
年
に
成
立
し
た
が
、
２
０
０
４
年
に
は
妊

産
婦
、
子
ど
も
家
庭
相
談
業
務
が
市
町
村
相
談
と
し

て
法
定
化
さ
れ
、
都
道
府
県
は
後
方
支
援
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
身
近
な
地
域
で
相
談
で
き
る
こ
と
は

早
期
対
応
に
つ
な
が
り
、
利
便
性
が
あ
っ
た
。
以
後

２
０
１
６
年
に
至
る
ま
で
市
町
村
と
児
童
相
談
所
の

２
本
立
て
で
児
童
虐
待
対
応
が
取
り
組
ま
れ
て
き
た

が
、
今
回
の
法
改
正
で
は
市
町
村
と
児
童
相
談
所
の

役
割
を
再
度
整
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
児

童
虐
待
対
策
に
つ
い
て
は
２
０
０
５
年
よ
り
毎
年
死

亡
事
例
検
証
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
要
因
分
析

に
よ
る
施
策
提
言
が
な
さ
れ
て
き
た
。
０
歳
児
死
亡

が
全
体
の
４
割
を
占
め
た
こ
と
か
ら
妊
娠
期
か
ら
の

早
期
対
応
の
必
要
性
（
２
０
０
９
年
に
は
乳
児
全
戸

訪
問
、
養
育
支
援
事
業
を
開
始
）、
精
神
的
に
不
安

定
な
状
況
に
陥
る
保
護
者
へ
の
支
援
対
応
の
必
要

性
、
心
中
事
件
は
障
害
を
持
つ
子
へ
の
育
児
不
安
の

割
合
が
高
い
た
め
そ
の
支
援
対
応
の
必
要
性
な
ど
で

あ
る
。
児
童
相
談
所
の
虐
待
対
応
件
数
は
10
万
件
を

超
え
増
加
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
配
偶
者

間
暴
力（
Ｄ
Ｖ
と
略
す
）家
庭
に
子
ど
も
が
お
り
、
暴

力
を
目
撃
す
れ
ば
心
理
的
虐
待
に
当
た
る
と
し
た
こ

と
か
ら
、
数
を
一
気
に
上
げ
て
お
り
、
市
町
村
に
お

い
て
も
Ｄ
Ｖ
の
目
撃
に
よ
る
心
理
的
虐
待
対
応
の
数

が
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
は
家
族
形
態
の
多
様
化
・
弱
体
化
（
中
途
養
育
者

や
ひ
と
り
親
の
増
加
）、
子
育
て
の
未
熟
な
親
の
増

加
、
孤
立
し
た
子
育
て
、
貧
困
問
題
な
ど
ス
ト
レ
ス

フ
ル
な
状
況
の
深
刻
な
状
況
下
に
あ
る
。　

　

各
自
治
体
へ
報
告
さ
れ
る
子
ど
も
の
虐
待
死
亡
事

例
検
証
調
査
で
虐
待
対
応
へ
の
関
係
機
関
間
連
携
の

不
足
や
職
員
配
置
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
庁
内
や
庁
外
連
携
が
十
分
で
き
て
お
ら
ず
虐
待

状
況
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
、
職
員
の
異
動
、
勤
務

期
間
の
短
さ
な
ど
も
背
景
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
児
童
福
祉
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
回
の
改
正
の
特
徴
は
、
①
理
念
の
確
定
②
虐

待
予
防
と
し
て
母
子
保
健
の
強
化
③
虐
待
対
応
と

し
て
の
市
町
村
の
支
援
体
制
の
強
化
と
児
童
相
談

所
の
強
化
④
社
会
的
養
護
に
お
け
る
里
親
、
養
子

縁
組
家
庭
へ
の
支
援
お
よ
び
自
立
援
助
に
向
け
て

の
子
ど
も
の
年
齢
の
延
長
が
な
さ
れ
た
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
１
９
９
４
年
に
「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」
を
批
准
し
て
以
後
、
初
め
て
子
ど
も
が
権

市
町
村
の
役
割
と
児
童
福
祉
法
改
正

流
通
科
学
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授　

加か
と
う藤
曜よ

う
こ子
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利
の
主
体
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
た
。
子
ど
も
の
意

見
表
明
の
尊
重
、
自
立
へ
の
保
障
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
を
尊
重
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
が
含
ま
れ

る
。
ま
た
、
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
国
・
地
方
自
治

体
と
保
護
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
一
養
育
責

任
者
は
保
護
者
で
あ
り
、
保
護
者
を
支
援
す
る
の

は
自
治
体
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
保
護
者
支
援
に
つ

い
て
は
里
親
、
養
子
縁
組
家
庭
の
保
護
者
を
も
含

ま
れ
る
。
②
は
市
町
村
の
取
り
組
み
と
し
て
、
す

べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
を
整
え
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
。
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象

に
妊
娠
か
ら
６
歳
ま
で
の
母
子
保

健
対
象
と
な
る
子
ど
も
家
庭
に
対

し
て
、
総
合
相
談
や
支
援
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
行
う
と
と
も
に
、
妊

婦
の
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
、

要
支
援
者
に
は
支
援
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
利
用
者
支

援
事
業
担
当
者
が
相
談
に
乗
り
、

地
域
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
を
活

用
す
る
。
い
く
つ
も
の
サ
ー
ビ
ス

タ
イ
プ
の
組
み
合
わ
せ
が
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
混
乱
し
や
す
い
た

め
、
図
１
に
そ
の
基
本
的
な
関
係

を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
重
要
な

点
は
、
子
ど
も
を
担
当
す
る
部
署

が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
て
支
援

す
る
連
携
体
制
を
作
っ
て
お
く
こ

と
で
あ
る
。
ひ
と
り
親
、
貧
困
、

障
害
児
な
ど
ニ
ー
ズ
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に

対
応
支
援
を
す
る
。
③
今
回
の
法

改
正
で
は
、
市
町
村
の
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
調
整
機
関
に
専
門
職
を
配
置
す
る
こ
と
、

国
が
定
め
る
基
準
に
よ
る
専
門
研
修
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
虐
待
対
応
窓
口
と
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
体
制
の
強
化
お
よ
び
、
虐
待
対
応
に
お

け
る
市
町
村
支
援
の
形
骸
化
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。

　

要
保
護
児
童
や
特
定
妊
婦
や
要
支
援
児
童
対
応

で
は
、
子
ど
も
家
庭
相
談
担
当
者
は
相
談
支
援
に

と
ど
ま
ら
ず
、
他
機
関
と
の
連
携
や
多
職
種
多
機

関
と
の
協
議
を
重
ね
る
。
そ
の
際
、
個
人
情
報
や

支
援
の
進
行
管
理
を
し
つ
つ
、
地
域
の
中
で
子
ど

も
が
安
全
に
暮
ら
す
た
め
日
ご
ろ
か
ら
関
係
機
関

と
の
連
携
調
整
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
仕
事
を
担

う
の
が
調
整
機
関
で
あ
る
。
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
は
、
主
に
代
表
者
会
議
、
実
務
者
会
議
、

個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
で
成
り
立
つ
。
個
別
ケ
ー

ス
検
討
会
議
で
は
、
情
報
共
有
し
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
支
援
方
針
を
決
定
し
て
い

く
が
、
調
整
機
関
は
、
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
開

催
の
提
案
や
関
係
機
関
へ
の
調
整
な
ど
も
行
う
。

日
ご
ろ
か
ら
庁
内
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
努

め
、
地
域
の
子
ど
も
の
安
全
な
生
活
や
家
庭
支
援

に
つ
い
て
精
通
す
る
必
要
が
あ
る
。
児
童
福
祉
施

設
か
ら
退
所
し
て
く
る
子
ど
も
と
家
族
の
再
統
合

に
向
け
た
支
援
も
児
童
相
談
所
の
下
で
協
働
連
携

す
る
。
２
０
０
８
年
に
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
設
置
は
努
力
義
務
化
し
て
か
ら
９
年
た
つ

が
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
生
活
や
保
護
者
支

援
に
向
け
た
関
係
機
関
間
と
の
連
携
や
協
議
は
欠

子ども家庭支援拠点
子ども家庭相談担当（虐待対応窓口）母子保健コーディネーター

児童相談所
子育て世代

包括支援センター

調整機関担当者

利用者支援担当者 　障害福祉・司法
母子自立支援担当

は要保護児童対策地域協議会の機関例
連絡・連携

特定妊婦・要支援
要保護児童（被虐待歴のある退所児童含む）

母子健康サービス
（母子保健総括支援事業）

地域子育て支援事業
子育て支援

要保護児童対策地域協議会

　　学校・教育委員会
　児童福祉施設
医療機関

図1 　基本的な母子保健、子育て支援事業、子ども家庭相談（虐待対応窓口）の関係（加藤案）
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か
せ
な
い
た
め
調
整
機
関
の
役
割
は
重
要
で
あ
る

（
＊
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
は
個
人
情
報

を
共
有
で
き
る
一
方
、
協
議
会
以
外
で
漏
ら
す
こ

と
は
違
法
で
あ
る
規
定
を
持
つ
唯
一
の
協
議
会
で

あ
る
）。

　
今
後
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

（
１
）
総
合
子
ど
も
家
庭
支
援
体
制
は
子
ど
も
の
人

口
ご
と
で
事
情
も
異
な
る
。
よ
っ
て
地
域
に
応
じ

た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
工
夫
が

な
さ
れ
て
き
て
い
る
地
域
は
さ
ら
に
精
度
を
上
げ

る
こ
と
で
あ
り
、
今
ま
で
十
分
な
体
制
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
市
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

（
２
）
妊
娠
か
ら
の
切
れ
目
な
い
子
ど
も
へ
の
支
援

シ
ス
テ
ム
の
た
め
に
支
援
体
制
の
見
直
し
を
し
て
、

関
係
機
関
の
連
携
を
密
に
す
る
。
通
告
体
制
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
の
虐
待
相
談
窓
口
で
あ
る
子
ど

も
家
庭
相
談
担
当
者
は
、
児
童
相
談
所
と
の
初
期

対
応
が
十
分
に
取
れ
て
い
る
か
を
ど
う
か
点
検
す

る
。
児
童
虐
待
事
例
の
共
通
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
指
標
が
補
助
具
と
し
て
利
用
で
き
る
た
め
、
両

者
が
今
後
協
働
し
、
検
討
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要

で
あ
る
。

（
３
）
虐
待
通
告
窓
口
で
も
あ
る
子
ど
も
家
庭
相
談

窓
口
は
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
調
整
機

関
と
し
て
支
援
拠
点
と
な
る
た
め
、
そ
の
充
実
化

は
必
須
で
あ
る
。
常
に
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
、
利
用
者
支
援
事
業
担
当
者
、
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
な
ど
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
と
の
役
割
周
知
を
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
母
子
保
健
で
妊
娠
前

か
ら
６
歳
ま
で
の
支
援
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
子

育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
推
進
さ
れ
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
地
域
の
子
育
て
世
帯
の
安
心
感
を
醸
成

す
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
虐
待
に
か
か
わ
る
相

談
や
特
定
妊
婦
、
要
支
援
児
童
に
つ
い
て
は
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
事
例
と
し
て
要
対
協

調
整
機
関
が
進
行
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
特
に
、
特
定
妊
婦
、
要
支
援
児
童
は
市
に

よ
っ
て
そ
の
基
準
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
あ
る
。

（
４
）
小
規
模
自
治
体
で
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談

窓
口
が
機
能
す
る
だ
ろ
う
が
、
大
規
模
市
で
は
既

に
い
く
つ
か
の
相
談
窓
口
が
あ
る
。
そ
の
た
め
例

え
ば
発
達
障
害
相
談
担
当
者
は
支
援
拠
点
と
な
る

虐
待
対
応
を
す
る
子
ど
も
家
庭
相
談
担
当
者
（
調
整

機
関
を
兼
ね
る
）
と
連
携
が
で
き
る
体
制
を
作
る
。

実
情
で
は
す
べ
て
の
子
ど
も
の
相
談
が
一
つ
の
相

談
窓
口
に
来
る
と
、
子
ど
も
家
庭
相
談
者
が
少
な

い
場
合
、
虐
待
事
例
へ
の
支
援
に
十
分
に
時
間
が

掛
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
必

要
に
応
じ
た
支
援
の
流
れ
を
作
り
、
機
関
役
割
の

周
知
や
業
務
配
分
な
ど
は
各
自
治
体
レ
ベ
ル
で
明

ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
強
化
に
関

し
て
い
え
ば
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
主

催
の
合
同
研
修
が
推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
市

内
の
子
ど
も
に
関
す
る
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
司
法
、

教
育
を
中
心
に
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
実
務
者
が
顔
と

顔
が
見
え
る
関
係
で
連
携
強
化
に
つ
な
が
る
た
め
、

未
実
施
の
市
に
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
６
）死
亡
事
例
の
背
景
要
因
に
は
職
員
の
配
置
、
勤

続
年
数
の
少
な
さ
な
ど
が
関
係
し
て
お
り
、
市
町
村

の
人
事
課
は
、
虐
待
通
告
窓
口
担
当
で
あ
る
子
ど
も

家
庭
相
談
担
当
者
の
人
事
配
置
に
十
分
配
慮
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
５
年
以
上
勤
務
の
ベ
テ
ラ
ン
を
配
置

し
つ
つ
一
度
に
職
員
を
異
動
さ
せ
な
い
、
ま
た
専
門

職
と
行
政
職
と
の
協
働
を
配
慮
し
つ
つ
、
研
修
や

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
配
置
も
必
要
と
な
る
。

（
７
）
中
核
市
児
童
相
談
所
設
置
に
つ
い
て
は
、
地

域
規
模
や
職
員
配
置
な
ど
の
独
自
の
諸
事
情
か
ら
、

設
置
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
、
検

討
さ
れ
て
い
く
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

　

子
育
て
の
親
の
困
り
感
を
い
ち
早
く
察
知
し
、

子
ど
も
と
親
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
支
援
や
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

を
退
所
し
親
と
の
再
統
合
を
支
援
し
、
ま
た
自
立

せ
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
を
支
え
て
い
く
市
町
村

支
援
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
限
界
と
可
能
性
に
つ

い
て
常
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
調
査
分
析
が
必
要
と
な
る
。
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子
ど
も
を
守
る

切
れ
目
な
い
一
貫
し
た
支
援
に
向
け
て

荒あ
ら
か
わ川
区
長
（
東
京
都
）　

西に
し
か
わ川

太た
い
ち
ろ
う

一
郎

　
荒
川
区
の
紹
介

　

荒
川
区
は
東
京
23
区
の
東
北
部
に
位
置
し
、
隅
田

川
が
区
の
北
東
部
を
迂
回
し
て
流
れ
て
い
る
。
面
積

は
10
・
16 

㎢
と
小
さ
な
区
で
は
あ
る
が
、
都
心
へ

の
ア
ク
セ
ス
な
ど
交
通
の
便
も
非
常
に
良
く
、
こ
こ

10
数
年
ほ
ど
は
、
子
育
て
が
し
や
す
く
安
全
な
街
と

の
評
判
か
ら
子
育
て
世
代
の
転
入
が
増
え
る
な
ど
、

人
口
の
増
加
が
続
い
て
お
り
、
現
在
は
人
口
21
万
人

を
超
え
て
い
る
。

　

本
区
は
、
伝
統
技
術
を
持
つ
職
人
さ
ん
が
多
く
住

む
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
の
街
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お

り
、
平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
た
荒
川
区
基
本
構
想

で
は
、
お
お
む
ね
20
年
後
に
目
指
す
べ
き
将
来
像
と

し
て「
幸
福
実
感
都
市
あ
ら
か
わ
」を
掲
げ
る
と
と
も

に
、
分
野
別
に
示
し
た
都
市
像
の
１
つ
を
「
子
育
て

教
育
都
市
」
と
位
置
付
け
る
な
ど
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
り
、
子
育
て
世
代
が
働
き
や
す
く
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
20
年
に
、
日
本
経
済
新
聞
社
等

が
実
施
し
た「
行
政
サ
ー
ビ
ス
調
査
」の
分
野
別
の
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、“
教
育
分
野 

全
国
第
１
位
”“
子
育
て

環
境
分
野 

全
国
第
２
位
”、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
実
施
し

た「
ｅ
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は“
総
合
評
価 

全
国
第

1
位
”、
さ
ら
に
、
平
成
27
年
に
日
経
Ｄ
Ｕ
Ａ
Ｌ
と

日
本
経
済
新
聞
社
が
行
っ
た
「
共
働
き
子
育
て
自
治

体
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
も
、
本
区
が
第
1
位
に
選
ば
れ

た
と
こ
ろ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
、
子
育
て
世
代
か
ら
高
い

注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
保
育
に
係
る

保
護
者
へ
の
支
援
、
保
育
定
員
の
大
幅
な
拡
大
（
区

長
就
任
以
来
、
11
年
間
で
約
１
・
８
倍
）、
国
家
戦

略
特
区
を
活
用
し
た
公
園
内
の
保
育
施
設
の
整
備
、

在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援
や
ツ
イ
ン
ズ
（
双
子
）
サ

ポ
ー
ト
事
業
等
、
本
区
が
こ
れ
ま
で
先
進
的
に
行
っ

て
き
た
子
育
て
支
援
策
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化

　

一
方
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
年
、

非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
の
貧

困
、
非
行
あ
る
い
は
い
じ
め
問
題
な
ど
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
ま
た
、
平
成
27
年
度
、
全
国
の
児
童
相

談
所
に
寄
せ
ら
れ
た
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は

10
万
件
を
超
え
、
痛
ま
し
い
事
件
を
伝
え
る
報
道
が

頻
繁
に
流
れ
て
い
る
。

　

児
童
相
談
所
は
、
戦
後
の
社
会
の
混
乱
と
窮
乏
の

中
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
い
、
そ
の
理
想

を
実
現
す
る
た
め
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
。
発
足

当
時
は
、
戦
災
孤
児
へ
の
対
策
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
、
現
在
で
は
、
虐
待
や
非
行
、
障
が
い
児
へ
の

援
助
等
、
子
ど
も
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
相
談
件
数
も
増
加
し
、
問
題
も
複

雑
化
す
る
中
、
現
行
の
体
制
で
は
限
界
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
特
別
区
長
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
住

民
に
最
も
身
近
な
特
別
区
こ
そ
が
児
童
相
談
行
政

を
担
い
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
実
現
で
き
る
と
考
え
、

児
童
相
談
所
の
早
期
移
管
を
東
京
都
に
強
く
求
め

て
き
た
。

　

ま
た
、
国
に
対
し
て
も
、
児
童
相
談
所
の
設
置
自

治
体
に
特
別
区
を
加
え
る
よ
う
、
厚
生
労
働
大
臣
に

直
接
要
請
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
働

2寄稿
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き
掛
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
区
の
働
き
掛
け
が
功
を
奏
し
、
昨
年
５

月
、
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
児
童
虐
待
の
発
生

予
防
か
ら
、
発
生
時
の
迅
速
・
的
確
な
対
応
、
さ
ら

に
自
立
支
援
に
至
る
一
連
の
対
策
を
強
化
す
る
た

め
、
市
町
村
や
児
童
相
談
所
の
体
制
拡
充
を
は
じ
め

と
す
る
、
各
種
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

中
核
市
と
並
び
、
新
た
に
特
別
区
も
児
童
相
談
所
を

設
置
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
対
策
の
強
化
が

急
が
れ
る
都
市
部
に
お
い
て
、
身
近
な
自
治
体
が
、

一
貫
し
た
切
れ
目
の
な
い
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を

責
任
を
持
っ
て
行
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
区
に
お
け
る
現
状
と
取
り
組
み

　

今
般
の
児
童
福
祉
法
改
正
を
受
け
、
現
在
、
特
別

区
で
は
、
各
区
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
児
童
相

談
所
の
開
設
を
目
指
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

本
区
に
お
い
て
も
、
平
成
32
年
４
月
の
開
設
を
目

指
し
、
庁
内
に
児
童
相
談
所
の
移
管
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
全
庁
的
な
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

以
下
、
本
区
に
お
け
る
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

①
支
援
体
制
の
強
化

　

本
区
に
お
け
る
子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
相
談
窓

口
で
あ
る
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

28
年
度
に
お
い
て
対
応
し
た
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
は
３
０
３
件
と
過
去
最
多
と
な
り
、
平
成
22
年
度

と
比
較
す
る
と
約
６
倍
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
、
相
談

11,631 17,225 23,274 23,738 26,569 33,408 34,472 37,323 40,639 42,664 44,211
56,384 59,919 66,701 73,802

88,931103,286

40,222 48,457 49,895 52,282 56,606
67,232 70,102 73,200 79,186

87,694
93,458

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
児童相談所 市町村

（件数）

例 数 －
－人 数

児童虐待相談の対応件数及び虐待による死亡事例数の推移

○児童虐待相談対応件数の増加
平成27年度の虐待対応件数は、児童相談所で103,286件、市町村で93,458件と過去最多
特に、児童相談所の件数は、児童虐待防止法が施行される前の平成11年度の8.9倍

○相次ぐ児童虐待による死亡事件
多数の死亡事例が発生（平成26年度心中以外　43例・44人）
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内
容
も
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
深
刻
な
事
案
も
増
加

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
が
調
整
機
関
と
な
り
、
地
元
警
察
、
病
院
、

保
育
園
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
関
係
機
関
や
民

生
・
児
童
委
員
等
で
構
成
さ
れ
た
「
荒
川
区
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
な
ど
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
支
援
体
制
を
確
立
し
、
適
時
適
切
に

対
応
し
て
い
る
。

　

児
童
虐
待
に
か
か
わ
る
支
援
は
、
未
然
防
止
や
早

期
発
見
・
早
期
対
応
に
加
え
、
保
護
、
さ
ら
に
は
家

庭
復
帰
が
困
難
な
子
ど
も
へ
の
支
援
、
家
族
関
係
の

再
構
築
ま
で
、
切
れ
目
な
く
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
、

す
べ
て
の
子
ど
も
の
命
と
権
利
を
守
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け
て
、
現
行
の
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
よ
り
一
層
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
元
児
童
相
談
所
職
員
に
よ
る
支
援
ケ
ー
ス

の
進
行
管
理
等
へ
の
指
導
・
助
言
の
実
施
、
各
種
専

門
研
修
の
積
極
的
な
受
講
等
を
行
っ
て
い
る
。

②
人
材
育
成

　

子
ど
も
と
家
庭
全
体
を
総
合
的
に
支
え
る
、
高
度

な
専
門
性
を
有
し
た
質
の
高
い
職
員
を
育
成
す
る
た

め
、
本
年
度
、
東
京
都
の
児
童
相
談
所
に
職
員
の
派

遣
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
常
勤
の
心
理
職
職
員
を

採
用
し
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
相

談
業
務
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
の

資
格
取
得
に
係
る
助
成
制
度
を
創
設
し
、
幅
広
く
区

職
員
へ
の
受
講
を
呼
び
掛
け
、
区
職
員
の
専
門
性
向

上
に
も
鋭
意
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③
児
童
相
談
所
の
整
備

　

児
童
相
談
所
の
ハ
ー
ド
面
で
は
、
一
時
保
護
所
を

併
設
し
た
児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け
て
、
既
に
荒

川
警
察
署
近
く
に
児
童
相
談
所
の
用
地
を
確
保
し
て

お
り
、
現
在
、
児
童
相
談
所
長
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
外
部
有

識
者
か
ら
専
門
的
な
意
見
・
助
言
を
得
つ
つ
、
施
設

の
基
本
設
計
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

④
社
会
的
養
護
体
制
の
構
築

　

一
時
保
護
後
、
家
庭
復
帰
が
困
難
な
場
合
等
の
子

ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
里
親
の
拡
大

や
児
童
養
護
施
設
の
誘
致
な
ど
に
向
け
て
、
関
係
者

か
ら
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
、
社
会
的
養
護
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

　
今
後
の
方
向
性

　

児
童
相
談
所
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

東
京
都
が
担
っ
て
い
る
業
務
の
特
別
区
へ
の
移
管

や
、
区
を
超
え
た
広
域
的
な
対
応
に
関
す
る
取
り
決

め
な
ど
、
東
京
都
お
よ
び
特
別
区
間
の
連
携
・
調
整

が
必
須
で
あ
り
、
本
区
に
お
け
る
児
童
相
談
所
の
開

設
に
つ
い
て
も
、
こ
の
連
携
・
調
整
の
確
保
を
前
提

と
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
間
、
特
別
区
長
会
で
各
区
に
共

通
す
る
課
題
の
抽
出
・
整
理
等
を
行
い
、
引
き
続
き
、

課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
設
置
予
定
時
期
が
最
も
早
い
世
田
谷
区
、

荒
川
区
、
江
戸
川
区
と
東
京
都
と
の
間
で
、
児
童
相

談
所
の
開
設
に
向
け
て
各
区
が
提
出
し
た
「
児
童
相

談
所
開
設
に
向
け
た
計
画
書
案
」
に
つ
い
て
、
モ
デ

ル
的
な
確
認
作
業
に
よ
り
、
具
体
的
な
内
容
を
調
整

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
最
後
に

　

こ
れ
ま
で
、
区
は
東
京
都
の
児
童
相
談
所
と
連
携

し
な
が
ら
、
児
童
虐
待
を
は
じ
め
、
子
ど
も
と
家
庭

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
の
窓
口
と
し
て
そ
の
役
割

を
担
っ
て
き
た
。

　

こ
う
し
て
培
っ
て
き
た
経
験
の
上
に
さ
ら
な
る
全

庁
的
な
検
討
を
進
め
、
児
童
相
談
所
の
設
置
に
当

た
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
一
つ
一
つ
着
実
に
解

決
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
「
未
来
社
会
の
守
護
者
」
で
あ
る
子
ど
も
の
安
全

と
健
や
か
な
成
長
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、
住
民

に
最
も
身
近
な
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
尊
い
使
命

で
あ
る
。

　

そ
の
自
覚
の
下
、
地
域
力
を
総
動
員
し
て
す
べ
て

の
子
ど
も
を
守
る
、
地
域
に
密
着
し
た
荒
川
区
な
ら

で
は
の
児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け
、
全
力
を
傾
注

し
て
い
き
た
い
。
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「
全
て
の
人
に
や
さ
し
い

“
生
涯
安
心
な
ま
ち
”」の
実
現
に
向
け
て

川か
わ
ぐ
ち口

市
長
（
埼
玉
県
）　

奥お

く

の

き

ノ
木
信の

ぶ
お夫

　

川
口
市
は
、
埼
玉
県
の
南
端
に
位
置
し
、「
鋳
物

産
業
」な
ど「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」と
し
て
、
ま
た
、

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
住
宅
都
市
と
し
て

も
大
き
く
発
展
し
て
い
る
。

　

本
市
の
人
口
は
59
万
人
を
超
え
、
政
令
指
定
都
市

を
除
く
と
全
国
で
３
番
目
で
あ
り
、
現
在
で
も
人
口

の
増
加
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
福
祉
・
保
健
・
医

療
行
政
等
を
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
柔
軟
で
き
め

細
か
な
対
応
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
30
年
４
月
の

中
核
市
移
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

児
童
を
は
じ
め
と
し
た
虐
待
や
い
じ
め
は
、
重
大

な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
本
市
で
は
、
虐
待
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、「
川
口
市
児
童
、
高

齢
者
及
び
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
、
市
と
市
民
お
よ
び
関
係
団
体

が
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
合
い
、
虐
待
の
防
止
に
努

め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
川
口
市
い
じ
め
を
防
止
す
る
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
本
年
４
月
に
施
行
し
、
地

域
社
会
を
挙
げ
て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
ま
ち
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
い
じ
め
の
根
絶
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
川
口
市
児
童
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
対
す
る 

　
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定

　

平
成
23
年
に
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定

さ
れ
た
。
当
時
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て
虐
待
が

多
発
し
、
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
た
中
、
本
市
と
し
て
も
虐
待
に
対
す
る
姿
勢
を
明

確
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

児
童
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
３
つ
の
虐
待
防
止
法

は
、
す
べ
て
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
の

禁
止
に
つ
い
て
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
虐

待
と
思
わ
れ
る
場
合
の
通
報
は
、
児
童
、
障
害
者
に

は「
義
務
」と
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
に
は「
努
力

義
務
」と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
児
童
、

高
齢
者
、
障
害
者
の
各
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
法
令

を
、
一
つ
の
条
例
と
し
て
横
断
的
に
ま
と
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。
法
律
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分
を

補
い
、
併
せ
て
、
独
自
に「
地
域
社
会
の
役
割
」と
し

て
地
域
社
会
の
相
互
協
力
や
環
境
づ
く
り
、
養
護
者

に
対
し
て
も
通
報
時
の
安
全
確
認
へ
の
協
力
義
務
、

養
護
者
へ
の
再
発
防
止
に
指
導
を
行
う
こ
と
な
ど
を

規
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

平
成
24
年
か
ら
関
係
５
課
に
よ
る
検
討
を
重
ね
た

上
、
平
成
25
年
４
月
の
１
カ
月
間
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
と
し
て
意
見
募
集
を
行
い
、
社
会
福
祉
保
健
審

議
会
の
審
議
を
経
て
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
「
川

口
市
児
童
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
の

防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
。
本
条
例

は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
明
る
く
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市

政
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
対
応

１
．
児
童

　

児
童
虐
待
は
、
親
な
ど
の
保
護
者
が
子
ど
も
の
心

や
身
体
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な
成
長
や
人
格
の
形
成

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。
市
町
村
は
児
童
虐
待
の

3寄稿



37 市政 JUNE 2017

特集　虐待のない安心して暮らせる地域づくり

通
告
受
理
を
行
う
機
関
で
あ
り
、
児
童
相
談
所
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も

の
安
全
確
認
や
家
庭
で
の
支
援
を
担
う
役
割
を
持

つ
。
本
市
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て「
家
庭
児
童
相
談
室
」

を
設
け
、
助
言
や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

虐
待
の
通
告
が
あ
っ
た
際
は
、
管
理
職
、
担
当

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
集
ま
る
緊
急
受
理
会
議
を

開
き
、
通
告
内
容
や
児
童
の
情
報
の
確
認
の
上
、
緊

急
性
の
判
断
や
対
応
策
を
決
め
る
。
そ
の
後
、
48
時

間
以
内
の
安
全
確
認
を
基
本
と
し
訪
問
な
ど
を
行

い
、
併
せ
て
、
児
童
の
所
属
す
る
学
校
や
保
育
所
等

か
ら
も
情
報
収
集
を
す
る
。
そ
の
後
、
保
護
が
必
要

な
児
童
に
対
し
て
は
児
童
相
談
所
へ
の
送
致
、
情
報

共
有
や
連
携
を
図
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
に
よ
る
継
続
支
援
、
保
健
セ
ン

タ
ー
等
関
係
機
関
に
支
援
依
頼
、
学
校
等
児
童
の
所

属
機
関
に
見
守
り
依
頼
な
ど
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

２
．
高
齢
者

　

高
齢
者
虐
待
で
は
、
養
護
者
に
よ
る
虐
待
と
養
介

護
施
設
事
業
者
等
に
よ
る
も
の
に
分
け
て
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

　

養
護
者
に
よ
る
虐
待
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
通
報
等
に
か
か
る
事
実
確
認
を
行

い
、
緊
急
性
の
高
い
事
案
に
は
、
市
担
当
者
を
交
え

て
速
や
か
に
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、

立
ち
入
り
調
査
や
保
護
措
置
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
支

援
計
画
等
を
作
成
し
、
状
況
に
応
じ
て
見
守
り
や
安

全
確
認
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
を
図
り
、
多
く

の
人
の
目
で
見
守
る
体
制
作
り
に
努
め
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
や
家
族
の
支
援

が
得
ら
れ
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
絡
み

合
い
処
遇
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

お
り
、
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
的
虐
待
に
よ
り
後
見
人

等
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
成
年
後

見
の
手
続
き
を
案
内
し
て
い
る
。
な
お
、
本
市
で
は

成
年
後
見
の
手
続
き
の
支
援
や
相
談
が
で
き
る
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

養
介
護
施
設
事
業
者
等
に
よ
る
虐
待
に
つ
い
て

は
、
市
が
主
体
と
な
り
、
通
報
内
容
に
基
づ
く
事
実

確
認
を
行
い
、
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
き
緊

急
性
の
有
無
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、
施
設
へ
の
訪

問
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
。
施
設
に
お
い
て
は
、
主

に
不
適
切
な
施
設
運
営
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
密
室

性
、
閉
鎖
性
か
ら
周
り
が
気
づ
き
に
く
い
点
や
自
分

の
処
遇
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
問
題
を
感
じ
て
も
言
い

に
く
い
な
ど
、
発
見
の
遅
れ
が
問
題
を
さ
ら
に
複
雑
、

深
刻
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
事
業
者
に
対
し
て
、
虐
待
防
止
研
修
の
実

施
と
そ
の
報
告
、
改
善
計
画
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。

３
．
障
害
者

　

障
害
福
祉
課
内
に
障
害
者
虐
待
を
未
然
に
防
ぎ
、

障
害
者
や
養
護
者
等
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

川
口
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
24

時
間
対
応
で
通
報
や
届
出
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
障
害
者
虐
待
防
止
・
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
支
援
会

議
等
で
積
極
的
に
啓
発
を
図
り
た
い
と
の
意
向
の
あ

る
施
設
や
事
業
所
へ
は
担
当
職
員
を
派
遣
し
、
法
の

趣
旨
や
内
容
、
具
体
的
な
解
釈
に
つ
い
て
周
知
し
て

い
る
。

　

障
害
者
虐
待
に
対
し
て
は
、
通
報
等
の
内
容
に
基

づ
き
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
（
支
援
方
針
会
議
）
を
開

催
し
、
緊
急
性
の
判
断
、
事
実
確
認
の
方
法
、
対
応

方
針
等
の
初
動
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
人
の
安
全
を
最
優
先
し
な
が
ら
実
際
に
本
人

や
関
係
者
を
訪
問
す
る
な
ど
、
事
実
確
認
を
し
て
い

る
。
そ
の
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
状
況
把
握
）で
は
関
係

機
関
が
連
携
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
複
数
の
目
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
緊
急
的
な
対
応
が

回
避
さ
れ
て
も
、
今
後
の
生
活
基
盤
を
考
慮
し
て
い

く
上
で
は
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
不
可
欠
で
あ

面接室でのコアメンバー会議（支援方針会議）
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る
た
め
、
事
前
に
関
係
機
関
に
よ
る
役
割
分
担
や
連

絡
体
制
等
を
明
確
に
し
、
構
成
す
る
関
係
機
関
と
意

見
交
換
や
情
報
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

　

本
市
で
は
、
虐
待
事
案
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
深

刻
な
事
態
に
な
る
前
の
対
応
が
虐
待
リ
ス
ク
の
回
避

に
効
果
が
大
き
い
と
判
断
し
、
予
防
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
市
民
向
け
の
各
種

講
座
の
開
催
で
あ
る
。

　

児
童
を
も
つ
親
を
対
象
と
し
た
講
座
で
は
、「
ペ

ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」や「
ど
な
ら
な
い
子
育

て
練
習
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
。「
ペ
ア
レ
ン
ト
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」は
ア
メ
リ
カ

で
確
立
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
子
ど
も
の
発
達
に
課
題

を
感
じ
て
い
る
保
護
者
を
対

象
と
し
て
い
る
。
親
が
子
ど

も
の
も
つ
困
難
さ
を
理
解
し

肯
定
的
な
関
わ
り
を
持
つ
こ

と
に
よ
り
、
親
と
子
が
よ
り

よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
家
庭
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
主
眼
に
お
い

て
い
る
。
全
部
で
８
回
の
講

座
と
１
回
の
ア
フ
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
合
計
９
回
を
1
つ

の
コ
ー
ス
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
ど
な
ら
な
い
子
育
て
練
習
講
座
」は
、
子

育
て
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
保
護
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う

に
対
処
す
れ
ば
い
い
か
を
学
び
、
実
際
に
練
習
す
る

こ
と
に
よ
り
、
親
子
の
よ
り
よ
い
関
係
の
構
築
を
目

指
す
。
全
部
で
４
回
の
講
座
を
1
つ
の
コ
ー
ス
と
し

て
い
る
。

　

ど
ち
ら
の
講
座
も
広
報
な
ど
で
周
知
し
広
く
受

講
者
を
募
る
一
方
、
子
育
て
の
相
談
を
受
け
る
中

か
ら
、
必
要
な
方
に
は
直
接
参
加
を
促
し
て
い
る
。

10
名
弱
の
受
講
者
に
対
し
、
子
育
て
の
相
談
を
専

門
的
に
受
け
る
家
庭
児
童
相
談
員
２
〜
３
人
が
一

緒
に
な
っ
て
椅
子
を
サ
ー
ク
ル
状
に
並
べ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
講
座
を
行
っ
て
い
る
。
回
数

を
重
ね
る
ご
と
に
受
講
者
同
士
の
交
流
も
増
え
、

終
わ
る
こ
ろ
に
は
似
た
悩
み
を
抱
え
る
親
同
士
、

一
体
感
も
生
ま
れ
て
く
る
。
受
講
生
は
、
こ
の
講

座
か
ら
何
か
を
学
ん
で
日
々
の
子
育
て
に
励
ん
で

い
る
様
子
で
あ
る
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
へ
の
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て

も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
等
に
虐
待
の
内
容
や
現
状
に
つ
い
て
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
、
知
識
の
向
上
、
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
よ
る
虐
待
の
予
防
・
早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
。

　「
い
じ
め
防
止
」
の
取
り
組
み

　

本
市
は
、「
全
て
の
人
に
や
さ
し
い
“
生
涯
安
心

な
ま
ち
”」
を
目
指
し
、「
虐
待
防
止
」
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
が
、
同
じ
く
目
指
す
姿
、「
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で“
個
々
が
輝
く
ま
ち
”」の
実
現
の
た

め
、
平
成
28
年
12
月
、「
川
口
市
い
じ
め
を
防
止
す

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
制
定
し
た
。

条
例
に
基
づ
き
、
本
年
４
月
か
ら
、
市
立
の
小
、
中
、

高
等
学
校
各
校
に
、
い
じ
め
防
止
対
策
の
中
心
的

な
役
割
を
担
う
「
い
じ
め
対
応
教
員
」
を
置
く
と
と

も
に
、
子
ど
も
や
保
護
者
、
市
民
か
ら
の
い
じ
め

の
相
談
に
対
応
し
、
事
態
の
解
決
を
図
る
た
め
の

組
織
、「
川
口
市
い
じ
め
か
ら
子
ど
も
を
守
る
委
員

会
」
を
設
置
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

地
域
全
体
で
、
い
じ
め
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。

　
今
後
に
向
け
て

　

虐
待
の
発
生
に
は
、
家
庭
環
境
、
経
済
的
要
因
、

育
児
・
介
護
疲
れ
な
ど
い
く
つ
も
の
要
因
が
複
雑
に

影
響
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
虐
待
に
関
す
る
正
し

い
理
解
の
普
及
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲
が

通
報
や
相
談
し
や
す
い
環
境
、
さ
ら
な
る
仕
組
み
づ

く
り
が
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
一
助
と
な
る
の

で
な
い
だ
ろ
う
か
。
児
童
、
高
齢
者
、
障
害
者
そ
れ

ぞ
れ
を
と
り
ま
く
環
境
の
違
い
か
ら
、
虐
待
の
対
応

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
市
は
「
虐
待
は

絶
対
に
許
さ
な
い
」と
の
同
じ
信
念
の
も
と
、「
全
て

の
人
に
や
さ
し
い
“
生
涯
安
心
な
ま
ち
”」
の
実
現
に

向
け
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

虐待防止には
予防が大切！！

川口市マスコット
「きゅぽらん」

＊「問題なし」⇒「虐待のおそれ」⇒「虐待」へと移っていく。

虐待 

虐待のおそれ

問題なし

大

小

危
険
度
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法
改
正
後
初
の
児
童
相
談
所
設
置
に
向
け
て

明あ
か
し石

市
長
（
兵
庫
県
）　

泉い
ず
み

　
房ふ

さ
ほ穂

　
明
石
市
の
子
ど
も
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

明
石
市
は
、
人
口
約
30
万
人
で
、
兵
庫
県
南
部
の

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
位
置
す
る
海
の
ま
ち
・
魚
の
ま
ち

で
あ
り
、
東
経
１
３
５
度
子
午
線
の
通
る
日
本
標
準

時
の
ま
ち
で
あ
る
。
本
市
の
市
政
運
営
の
特
徴
は
、

子
ど
も
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
予
算
を
大
幅
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
中
学
生
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
無
料

化
や
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
な
ど
、
い
ず

れ
も
所
得
制
限
な
し
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
小

学
１
年
の
30
人
学
級
の
導
入
や
中
学
校
給
食
の
実
施

な
ど
教
育
環
境
の
充
実
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
い
ず
れ
も
県
内
や
関
西
圏
で
は
珍
し
い
施
策

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
減
少
し

て
い
た
人
口
が
下
げ
止
ま
り
、
４
年
連
続
で
増
加
し

て
い
る
。
出
生
数
も
２
年
連
続
増
加
、
地
価
も
回
復
、

税
収
増
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
子
ど
も
へ
の
支
援

が
、
ま
さ
に
ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
子
ど
も
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
集
大
成

と
し
て
、
中
核
市
移
行
翌
年
、
平
成
31
年
４
月
に
、

い
ち
早
く
児
童
相
談
所
を
設
置
す
べ
く
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　
子
ど
も
支
援
は
基
礎
自
治
体
の
責
務

　

本
市
で
は
、
ま
ち
の
未
来
で
あ
る
子
ど
も
の
支

援
が
、
基
礎
自
治
体
の
大
き
な
責
務
で
あ
る
と
考

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
き
た
。
施
策
展

開
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
は
、
①
す
べ
て
の
子

ど
も
に
対
し
、
②
総
合
的
に
、
③
ま
ち
全
体
で
支

援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
対
象
は
す
べ
て
の
子
ど
も

で
あ
り
、
家
庭
の
所
得
で
線
を
引
く
貧
困
対
策
で

は
な
い
。
そ
し
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
必
要
で
あ

れ
ば
、
や
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
や
る
。
例
え
ば
、

無
戸
籍
児
へ
の
支
援
や
離
婚
前
後
の
子
ど
も
へ
の

養
育
支
援
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
総
合
相
談
会
、

児
童
扶
養
手
当
の
毎
月
支
給
モ
デ
ル
事
業
な
ど
、

幅
広
い
視
点
か
ら
の
総
合
的
な
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
児
童
虐
待
の
防
止
に
関
し
て
も
、
年
々

増
加
す
る
通
告
に
対
し
、
丁
寧
に
支
援
を
行
っ
て

い
る
が
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
虐
待
と
は
異
な

り
最
終
的
な
措
置
権
が
市
に
な
い
。
そ
の
た
め
、

子
ど
も
達
に
対
し
て
、
最
後
ま
で
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
市
は
、
住

民
基
本
台
帳
を
持
ち
、
母
子
保
健
事
業
や
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
子
ど
も
に
最

も
近
い
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
が
児
童
相
談
所
を

持
つ
こ
と
で
、
早
期
支
援
に
よ
る
虐
待
予
防
か
ら

家
庭
復
帰
後
の
支
援
ま
で
一
貫
し
た
取
り
組
み
を

行
う
事
が
可
能
と
な
り
、
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

4寄稿

図表1 　人口V字回復と出生数の増加
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児
童
虐
待
防
止
の
キ
ー
ワ
ー
ド
①
「
早
期
」

　

明
石
市
の
考
え
る
児
童
虐
待
防
止
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、「
早
期
」「
総
合
」「
継
続
」で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
早
期
」と
は
、
子
ど
も
の
状
況
に
い
ち
早

く
気
付
き
、
い
ち
早
く
対
応
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

■
全
妊
婦
面
接
に
よ
る
早
期
支
援

　

本
市
で
は
、
利
便
性
の
高
い
明
石
駅
前
再
開
発
ビ

ル
内
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
専
任
の
保
健
師
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
妊
娠
届

出
時
に
す
べ
て
の
妊
婦
に
面
接
を
行
っ
て
い
る
。
妊

娠
期
か
ら
育
児
不
安
や
家
庭
環
境
等
の
把
握
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
早
期
か
ら
の
支
援
を
行
い
虐
待
予
防

に
努
め
て
い
る
。

■
こ
ど
も
ス
マ
イ
ル
１
０
０
％
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

乳
児
全
戸
訪
問
事
業
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
に
お
い
て

子
ど
も
の
顔
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
保
健
師
に

よ
る
土
日
夜
間
の
家
庭
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
す
べ
て
の

乳
幼
児
の
顔
を
確
認
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

■
明
石
こ
ど
も
食
堂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

こ
ど
も
食
堂
を
貧
困
対
策
と
は
せ
ず
に
、
身
近
な

地
域
の
方
の
運
営
に
よ
り
、
個
々
の
子
ど
も
の
課
題

な
ど
に
気
づ
き
、
つ
な
ぐ
場
と
し
て
位
置
付
け
、
28

小
学
校
区
に
最
低
１
カ
所
ず
つ
開
設
さ
れ
る
こ
と
を

目
標
に
順
次
開
設
し
て
い
る
。

　
児
童
虐
待
防
止
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

　
②
「
総
合
」
③
「
継
続
」

　
「
総
合
」と
は
早
期
に
把
握
し
た
リ
ス
ク
や
課
題
に

対
し
て
、
幅
広
い
視
点
か
ら
の
支
援
を
行
う
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、「
継
続
」と
は
子
ど
も
に
寄
り
添
い
続

け
る
事
で
あ
る
。
総
合
的
か
つ
継
続
し
た
支
援
を
行

う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
や
関
係
機
関
団
体

の
活
用
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

■
専
門
職
の
活
用

　

弁
護
士
や
社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
専
門
職
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
。
専
門

職
と
行
政
職
が
連
携
し
て
支
援
に
あ
た
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
幅
広
い
支
援

が
可
能
と
な
る
。

■
相
談
体
制
の
充
実（
24
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
）

　

離
婚
後
の
養
育
相
談
や
無
戸
籍
に
関
す
る
相
談

な
ど
専
門
相
談
が
で
き
る
体
制
を
整
備
。
24
時
間

３
６
５
日
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
の
開
設
な
ど
、
相
談
体
制
の
充
実
を

行
っ
て
い
る
。

■
児
童
養
護
施
設
の
開
設

　

市
内
に
は
乳
児
院
は
あ
る
も
の
の
、
児
童
養
護
施

設
が
な
く
、
一
時
的
な
保
護
も
遠
方
に
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
市
内
初
と
な
る

児
童
養
護
施
設
を
開
設
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
を
採
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
的
な
養
育
環
境
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
施
設
と
連
携
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
、
子
ど
も
の
家
庭
復
帰
へ
の

中
間
点
的
な
支
援
を
行
う
母
子
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
の
専
門
的

な
職
員
が
施
設
か
ら
家
庭
に
戻
っ
た
子
ど
も
へ
の
支

援
を
継
続
し
て
行
え
る
よ
う
家
庭
訪
問
す
る
と
と
も

に
、
保
護
者
へ
の
専
門
的
指
導
も
継
続
で
き
る
よ
う

委
託
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

■�

里
親
１
０
０
％
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

〜
家
庭
養
育
の
推
進
〜

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
も
あ
る
よ
う
に
、
で
き
る

だ
け
家
庭
に
近
い
環
境
で
子
ど
も
は
育
ま
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
の
考
え
か
ら
、
家
庭
養
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
の
子
ど
も
施
策
の
大
き
な

柱
と
し
て
、「
里
親
１
０
０
％
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立

ち
上
げ
、
児
童
相
談
所
設
置
前
か
ら
、
地
域
の
中
に

里
親
を
増
や
す
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
就
学
前
の

子
ど
も
の
措
置
に
よ
る
保
護
は
里
親
家
庭
を

１
０
０
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
、
地
域
に
広
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
気
で
子
ど
も
に
向
き
合
う 

　
児
童
相
談
所
づ
く
り

　

明
石
市
で
は
、
支
援
の
狭
間
に
陥
る
児
童
を
な
く

し
、
早
期
に
、
総
合
的
な
支
援
を
、
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
た
め
、
児
童
相
談
所
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
児
童
相
談
所
を
子
ど
も
支
援
の
中
核
と

し
て
位
置
付
け
、
本
気
で
子
ど
も
に
寄
り
添
う
相
談

支
援
が
行
え
る
万
全
の
体
制
づ
く
り
に
向
け
準
備
を

行
っ
て
い
る
。

①
準
備
体
制

　

厚
生
労
働
省
か
ら
の
出
向
者
を
は
じ
め
、
総
勢

７
名
の
人
員
体
制
で
準
備
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま

た
、
組
織
再
編
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
福
祉
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化
し
た
ほ
か
、

子
育
て
支
援
室
に
児
童
相
談
所
準
備
担
当
、
児
童
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虐
待
担
当
、
母
子
保
健
担
当
を
配
し
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
な
連
携
の
も
と
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

さ
ら
に
、
児
童
相
談
所
所
長
経
験
者
な
ど
９
人
か

ら
な
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
か
ら
実
務
に
即
し
た

助
言
を
頂
い
て
い
る
。

②
人
材
確
保

　

児
童
相
談
所
の
開
設
に
当
た
り
、

明
石
市
で
は
、
国
の
基
準
を
上
回

る
人
的
体
制
を
目
指
し
て
い
る
。

既
に
弁
護
士
２
名
や
児
童
福
祉
司

な
ど
の
専
門
職
を
採
用
し
て
お
り
、

平
成
31
年
４
月
の
開
設
に
向
け
採

用
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
人
事
異
動
で
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

経
験
者
な
ど
を
児
童
虐
待
防
止
担

当
に
異
動
さ
せ
、
人
員
体
制
を
強

化
し
て
い
る
。

③
研
修
体
制

　

兵
庫
県
の
協
力
の
も
と
、
既
に

県
中
央
児
童
相
談
所
に
市
職
員
の

研
修
派
遣
を
行
い
、
明
石
の
子
ど

も
を
担
当
し
て
実
践
を
積
ん
で
お

り
、
順
次
職
員
を
変
え
て
、
今
後

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

弁
護
士
に
つ
い
て
も
、
既
に
常
勤

弁
護
士
が
児
童
虐
待
の
通
告
、
相

談
の
現
場
で
あ
る
子
育
て
支
援
課

で
ケ
ー
ス
対
応
す
る
職
員
と
机
を

並
べ
て
勤
務
し
て
い
る
。
今
後
は

児
童
相
談
所
に
常
勤
弁
護
士
の
い

る
他
自
治
体
へ
長
期
で
の
研
修
派

遣
を
行
う
予
定
が
決
ま
っ
て
い
る
。

④
関
係
機
関
と
の
連
携

　

国
、
県
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
協
力
し
た
総
合
的
な
支
援
体
制
の
構
築
が
不
可
欠

で
あ
る
。
県
と
の
児
童
相
談
所
設
置
に
む
け
た
ワ
ー

キ
ン
グ
会
議
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
児
童
虐
待
や
非

行
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
警
察
と
の
連
携
も
重
要
で

あ
り
、
今
年
度
か
ら
は
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
で
の
、
全
ケ
ー
ス
の
進
捗
管
理
を
行
う
会
議
に

も
兵
庫
県
警
に
出
席
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
明
石
市
に
広
が
る
“
や
さ
し
さ
”
の
輪

　

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
を
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
や
、
そ
の
前
に
予
防
し
て
い
く
こ
と
は

行
政
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
地
域
で
暮
ら

す
子
ど
も
を
地
域
で
見
守
り
、
気
づ
い
た
と
き
に
す

ぐ
に
行
政
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
、
さ

ら
に
つ
な
が
っ
た
情
報
を
適
切
に
生
か
す
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
。

　

新
た
に
設
置
す
る
児
童
相
談
所
が
子
ど
も
支
援

の
中
核
的
な
役
割
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
で
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
寄

り
添
い
適
切
な
支
援
の
で
き
る
“
や
さ
し
い
”
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
結
果
、
確
実

な
虐
待
防
止
に
つ
な
が
り
、
明
石
市
で
広
が
る
“
や

さ
し
さ
”
の
輪
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

子ども・家庭
 

少年院

教育委員会・学校医療機関
明石警察 市保健所 保育所・幼稚園

家庭裁判所

相談・支援

社会福祉協議会 
要保護児童に関する関係機関 

明石市地域総合支援センター(市内８か所設置予定) 
高齢者・障害者・児童の区別なく包括的な対応を行う 

民生児童委員・主任児童委員 

•関係機関同士の連携
•各種子育て支援事業の利用
　　乳児家庭全戸訪問事業、養育支援家庭訪問事業
　　（ヘルパー派遣、専門相談）、ショートステイ事業、
　　一時保育等 

子育て世代包括支援センター
•妊婦全数面接
　妊娠期からの切れ目のない子育て支

援、妊娠ＳＯＳ、医療機関等との連携
•新生児訪問、乳幼児健診等

市関係課
　児童福祉
　保育担当
　障害福祉
　発達支援
　母子保健
　　　　等 

市外
施設等

県立児童自立支援施設
（市内）

県立児童心理治療施設
（市内）

乳児院
（市内）

児童養護施設
（市内）

里親委託・入所措置等

里親
(ファミリーホーム含む) 

•里親支援専門
　相談員の配置

•通所型支援

•母子ショート
•ショートステイ
　トワイライトステイ

児童相談所 相談・報告
通告

特別養子縁組の
推進・情報共有

相談・支援・つなぐ

体験里親

こども食堂

•ごはん里親からの養育里親へのステップ（週末里親等含む）
こども食堂利用者や児相等の支援家庭児童、児童養護入所
児童をつなぐ

•利用者負担無し

•地域に幅広く周知、関係機関からの紹介・気にな
る子ども・家庭の気づき早期の支援へつなぐ

•利用者負担無し
•体験里親希望者の子どもと触れ合う機会

•アウトリーチ型支援

•24時間子育て
　相談ダイヤル

図表2　明石市における児童相談所を核とした子ども支援の推進体制
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議
員
の
個
人
活
動
か
ら 

組
織
と
し
て
の
議
会
活
動
へ

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
自
治
体
の
防
災
対
策
や
危

機
対
応
に
地
方
議
会
が
登
場
す
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
。
地
方
議
会
人
は
災
害
に
関
わ
る
対
応
分
野
に
つ

い
て
は
部
外
者
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
自
治
体
の
執

行
部
は
、
議
会
人
が
防
災
対
策
に
関
与
す
る
こ
と
を

忌
避
し
て
き
た
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
姿
で
あ
る
。
実

際
、
過
去
に
は
地
元
が
被
災
す
る
と
現
場
に
行
く
こ

と
を
求
め
、
自
身
の
選
挙
区
に
特
別
の
支
援
を
要
求

す
る
議
員
が
出
た
こ
と
が
あ
る
。
執
行
部
の
立
場
か

ら
す
る
と
、
災
害
対
応
は
脱
政
治
路
線
に
則
し
て

粛
々
と
進
め
る
べ
き
施
策
で
あ
る
。
そ
れ
が
政
治
化

す
る
と
、
日
本
の
地
方
行
政
が
得
意
と
す
る
法
律
に

基
づ
き
事
務
を
処
理
す
る
法
治
主
義
や
、
公
平
性
を

第
一
に
考
え
る
原
則
が
崩
れ
る
。
執
行
部
に
と
っ
て

防
災
対
策
の
政
治
化
は
な
ん
と
し
て
も
避
け
た
い
政

策
選
択
で
あ
る
。

　

行
政
職
の
職
員
に
対
し
て
、「
地
元
議
員
と
防
災

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
こ
と
が
あ
る
か
」
を
尋

ね
た
調
査
が
あ
る
。
調
査
結
果
は
、
被
災
経
験
の
有

無
に
関
係
な
く
９
割
を
超
え
る
自
治
体
職
員
が
、
災

害
対
策
に
関
し
て
議
員
と
相
談
し
た
こ
と
は「
な
い
」

と
回
答
し
て
い
る
。
府
県
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
議
員

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
職
員
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
職
員

数
が
６
０
０
人
を
超
え
る
大
規
模
自
治
体
で
は
、

職
員
の
１
割
近
く
が
議
会
人
に
防
災
に
関
す
る
意
見

を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
例
外
で
あ
る
。

通
常
は
、
自
治
体
職
員
が
地
方
議
員
に
災
害
対
策
に

つ
い
て
意
見
や
助
言
を
求
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
執
行
部
は
議
会
と
は
無
関
係
に
災
害
対
策

を
推
進
し
て
い
る
〔
防
火
・
危
機
管
理
促
進
協
会

（
２
０
１
７
）「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
災
害
対
応
経

験
の
継
承
に
関
す
る
調
査
研
究
」〕。

　

無
視
さ
れ
て
き
た
議
会
人
に
も
言
い
分
が
あ
る
。

二
元
代
表
制
で
選
出
さ
れ
た
議
員
に
は
、
住
民
の
安

心
と
安
全
を
守
る
義
務
が
あ
る
。
そ
れ
に
責
任
を
持

て
な
い
地
方
議
会
は
存
続
の
意
味
が
な
い
。
事
実
、

東
日
本
大
震
災
で
は
役
割
が
見
え
な
か
っ
た
議
員
に

対
し
て
住
民
か
ら
不
満
が
表
出
し
、
議
会
不
要
論
が

さ
さ
や
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
従
来
、
災
害
が
起

こ
る
と
議
員
は「
個
人
」と
し
て
行
動
す
る
の
が
通
例

に
な
っ
て
き
た
。
地
元
が
被
災
す
る
と
現
場
に
行
か

せ
ろ
と
叫
ぶ
議
員
が
い
る
が
、
そ
の
典
型
的
事
例
で

あ
る
。
今
後
、
議
会
人
は
個
人
で
な
く「
議
会
」と
い

う
組
織
を
中
心
に
防
災
対
応
に
関
わ
る
べ
き
で
あ

る
。
個
人
で
は
正
統
性
が
問
わ
れ
る
。
二
元
代
表
制

の
下
で
制
度
と
し
て
確
立
し
た「
議
会
」、
そ
れ
を
基

盤
に
防
災
や
危
機
管
理
に
関
わ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
地

方
議
会
の
災
害
対
応
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
。

こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
執
行
部
の
反
応
も
自
ら
変
化

す
る
は
ず
で
あ
る
。

地
域
防
災
計
画
・
業
務
継
続
計
画
と 

受
援
力
の
向
上

　

組
織
と
し
て
活
動
す
る
地
方
議
会
に
は
、
防
災

二
元
代
表
制
と
災
害
対
応

─
議
会
人
の
立
ち
位
置
と
役
割

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長　

中
邨
　
章
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対
策
の
分
野
で
い
く
つ
か
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
中
で
も
、
執
行
部
の
災
害

対
策
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
中
身
の
充
実
を
図
る

監
視
機
能
を
拡
大
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
れ

を
言
う
の
も
、
執
行
部
が
こ
れ
ま
で
準
備
し
て
き

た
災
害
対
策
に
は
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
最
近
、
内
閣
府
は
執

行
部
が
作
成
す
る
業
務
継
続
計
画
に
改
善
が
必
要

と
い
う
指
針
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
先
、
自
治

体
の
災
害
対
応
は
応
援
に
加
え
、
受
援
力
の
向
上

が
不
可
欠
と
い
う
の
が
内
閣
府
の
見
解
で
あ
る
。

　

応
援
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
で
関
西
広

域
連
合
が
ペ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
方
法
で
被
災
３
県

の
支
援
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
東
京

都
多
摩
地
区
の
26
市
で
も
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
被
災
自
治
体
を
支
援
し
た
実
績
が
あ
る
。
杉

並
区
は
姉
妹
都
市
関
係
を
活
用
し
、
関
連
自
治
体

が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
被
災
地
を
応
援
し
た
事
例

が
残
る
。
内
閣
府
は
自
治
体
に
対
し
て
、
そ
う
し

た
団
体
相
互
の
支
援
体
制
を
制
度
と
し
て
確
立
す

る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　

受
援
に
つ
い
て
も
内
閣
府
は
自
治
体
に
制
度
の

整
備
を
要
望
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
発
表
さ
れ

た
指
針
に
よ
る
と
、
自
治
体
は
今
後
、
受
援
班
や

受
援
担
当
を
新
し
く
置
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
受
援
力
向
上
の
た
め
自
治
体
に
は
、
人
的

資
源
、
そ
れ
に
物
的
資
源
の
実
情
を
把
握
す
る
こ

と
が
肝
要
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
加
え
て
、
応
援
に

駆
け
つ
け
た
自
治
体
に
は
、
受
援
側
が
支
援
本
部

を
設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
、
資
機

材
を
用
意
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
支
援
業
務
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
作
業
環
境
を
整
え
る
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
。
内
閣
府
の
視
点
に
立
つ
と
、
支

援
側
職
員
の
宿
舎
を
確
保
す
る
こ
と
も
受
援
側
に

課
せ
ら
れ
る
重
要
な
役
目
で
あ
る
。

議
会
権
限
の
拡
大
と 

行
政
監
視
機
能
の
充
実

　

内
閣
府
は
そ
れ
ら
応
援
と
受
援
の
体
制
を
自
治

体
が
地
域
防
災
計
画
や
業
務
継
続
計
画
に
刷
り
込

む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
は

ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
実
績
を
残
す

市
町
村
は
1
割
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、

自
治
体
の
受
援
力
向
上
が
大
き
な
課
題
に
な
る
が
、

そ
れ
を
執
行
部
だ
け
の
責
任
に
帰
す
こ
と
は
得
策

で
は
な
い
。
行
政
部
だ
け
に
任
せ
て
お
く
と
事
態

の
改
善
は
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。

む
し
ろ
、
現
状
を
改
善
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
議
会

に
あ
る
。
地
域
防
災
計
画
や
業
務
継
続
計
画
を
議

会
が
精
査
し
中
身
の
補
強
を
図
る
、
そ
れ
が
こ
れ

か
ら
の
地
方
議
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
で
あ
る
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
議
会
に
は
地
方
自
治
法

九
六
条
二
項
の
規
程
を
援
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
地
域
防
災
計
画
や
業
務
継
続
計
画
を
議
決
事

件
に
す
る
と
、
自
治
体
の
防
災
対
策
は
議
会
の
場

で
精
査
さ
れ
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
事
案

に
変
わ
る
。
結
果
、
自
治
体
の
災
害
対
策
は
幅
を

広
め
厚
み
を
増
す
可
能
性
が
高
ま
る
。

　

他
に
も
地
方
議
会
の
働
き
に
よ
っ
て
内
容
が
高

度
化
す
る
施
策
は
多
数
残
る
。
そ
れ
ら
の
い
く
つ

か
を
挙
げ
る
と
、
対
策
本
部
の
体
制
改
善
、
被
災

者
の
情
報
管
理
の
再
編
、
罹り
さ
い災
証
明
の
発
行
方
法
、

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
、
そ
れ
に
仮
設
住
宅
の
開
設

促
進
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
執
行
部
の
財
源

不
足
、
手
薄
な
人
手
、
そ
れ
に
他
の
部
署
と
の
協

力
体
制
の
欠
如
や
、
役
所
内
部
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
な
ど
の
理
由
で
、
再
構
築
が
遅
れ
て
き
た
施

策
で
あ
る
。
こ
う
し
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
地
方

議
会
が
行
政
監
視
機
能
を
フ
ル
に
活
用
し
、
災
害

対
策
を
再
編
成
す
る
糸
口
を
見
い
だ
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第25回

Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は

　

厚
生
労
働
省
は
さ
る
３
月
30
日
、
平
成
29
年
度
の

Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
の「
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
」を
公
示
し

た
。
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
の
診

療
実
績
や
地
域
で
の
貢
献
を
評
価
す
る
数
値
で
、
前

年
９
月
ま
で
の
１
年
間
の
実
績
に
基
づ
き
、
毎
年
４

月
に
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
急
性
期
病
院
の
入
院
費
は
包

括
医
療
費
支
払
い
制
度
方
式（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）を
採
用
し
て

い
る
。
病
院
経
営
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
意
義
を

持
つ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
が
、
首
長
や
地
方
議
会
議
員
、

自
治
体
本
体
の
職
員
に
と
っ
て
は
、
専
門
的
で
あ
ま

り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
係
数
は
、
病
院
の
提
供
す
る
医
療
を
効

率
的
で
質
の
高
い
も
の
に
誘
導
す
る
意
思
を
も
っ
て

設
定
さ
れ
て
い
る
。
図
表
１
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
入

院
医
療
費
の
計
算
方
法
で
あ
る
。
入
院
を
し
た
場

合
、
診
療
報
酬
は
、
入
院
基
本
料
・
検
査
・
投
薬
注

射
な
ど
の
包
括
評
価
部
分
と
手
術
や
内
視
鏡
、
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
の
出
来
高
部
分
に
分
け
て
算
定
さ

れ
る
。
手
術
な
ど
は
、
包
括
算
定
に
し
て
金
額
を
一

定
に
す
る
と
粗
診
粗
療
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
た
め

出
来
高
と
な
っ
て
い
る
。

　

包
括
部
分
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ（
診
断
群
分
類
）に
基
づ
き

１
つ
の
傷
病
名
・
分
類
と
１
日
当
た
り
点
数
が
決
定

さ
れ
る
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
点
数
に
入
院
日
数
と
医
療
機
関

別
係
数（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
）を
乗
じ
て
包
括
部
分
の
診
療

報
酬
が
算
定
さ
れ
る
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
と
は

　

図
表
２
は
Ｄ
Ｐ

Ｃ
係
数
の
内
訳
で

あ
る
。
①
基
礎
係

数
は
、
病
院
を
３

つ
の
病
院
群
（
Ⅰ

群
大
学
病
院
等
、

Ⅱ
群
大
学
病
院
並

の
診
療
機
能
を
有

す
る
病
院
、
Ⅲ
群

そ
の
他
の
病
院
）

に
分
け
、
係
数
が

設
定
さ
れ
て
い

る
。
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
群
の

区
分
け
は
２
年
に

一
度
行
わ
れ
る
。

②
暫
定
調
整
係
数
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
創
設
時
に
出
来
高

請
求
と
包
括
請
求
の
差
を
補
て
ん
す
る
た
め
に
設

定
さ
れ
た
。
次
回
の
診
療
報
酬
改
訂
に
お
い
て
廃

止
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
③
機
能
評
価
係
数
Ⅰ
は
、

医
療
機
関
の
体
制
や
設
備
な
ど
基
本
的
な
機
能
を

評
価
す
る
た
め
の
係
数
で
、
７
対
１
入
院
基
本
料

や
地
域
医
療
支
援
病
院
な
ど
の
施
設
基
準
を
出
来

高
算
定
し
た
場
合
の
点
数
を
計
数
化
し
た
も
の
で

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
病
院
経
営
の

カ
ギ
と
な
る
Ｄ
Ｐ
Ｃ 

（
上
）

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸

入院基本料・検査・投薬注射など

×
入院日数

×

包括評価部分

+

出来高部分

DPC（診断群分類）ごとの 1 日当たり点数

医療機関別係数（DPC 係数）
１ 基礎係数
　　　+
２ 暫定調整係数
　　　+
３ 機能評価係数Ⅰ
　　　+
４ 機能評価係数Ⅱ

●手術・麻酔
●内視鏡・心臓カテーテル
●リハビリテーション
●1000 点以上の処置
　など

DPC（診断群分類）とは
「医療資源を最も投入した傷
病名」を決定し、さらに診療行
為（手術・処置等）、副傷病名
などにより分類を行ったもの

図表１　DPCによる入院医療費の計算方法

図表2　DPC係数の内訳

①基礎係数
病院を３つの病院群に分け、係数を設定
Ⅰ群大学病院等、Ⅱ群大学病院並の診療機能を有する
病院、Ⅲ群その他の病院

②暫定調整係数 DPC創設時に出来高請求と包括請求の差を補填するた
めに設定、平成30年度に廃止予定

③機能評価係数Ⅰ

医療機関の体制や設備など基本的な機能を評価するた
めの係数
７対1入院基本料や地域医療支援病院などの施設基準
を出来高算定した場合の点数を計数化

④機能評価係数Ⅱ 診療の実績を機能別に分類して評価
今後、暫定調整係数に代わって比重が大きくなる
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あ
る
。
前
述
の
④
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
は
、
診
療
の

実
績
を
機
能
別
に
分
類
し
て
評
価
す
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
暫
定
調
整
係
数
に
代
わ
っ
て
比
重
が

大
き
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

図
表
３
は
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
の
内
訳
で
あ
る
。
よ

り
複
雑
な
疾
患
に
つ
い
て
広
く
カ
バ
ー
で
き
、
平
均

在
院
日
数
が
短
い
医
療
を
提
供
で
き
る
病
院
、
救
急

医
療
や
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
病
院
な
ど
を
係

数
で
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
の
便
の
悪
い
離

島
や
地
方
で
唯
一
の
急
性
期
医
療
を
提
供
し
て
い
る

病
院
は
、
係
数
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
筆
者
が

Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
評
価
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
調
整
係
数
Ⅱ
の
内
訳
も

公
表
し
て
い
る
。
他
の
病
院
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
院
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
数
値
で
把
握
で

き
る
。
厚
生
労
働
省
は
、
将
来
的
に
療
養
系
の
病
院

を
含
め
た
全
て
の
病
院
で
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
導
入
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

自
治
体
病
院
の 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
Ⅱ
は
高
い
傾
向

　

自
治
体
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
は
高
い
傾
向
に
あ
る
。
現

在
の
Ⅱ
群
１
４
０
病
院
の
う
ち
46
病
院
が
自
治
体
病

院
（
う
ち
２
つ
は
医
大
附
属
病
院
）
で
あ
る
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
の
Ⅲ
群
病
院
の
係
数
上
位
１
０
０
病
院

の
う
ち
55
病
院
が
自
治
体
病
院
で
あ
る
。
１
０
０
位

内
の
自
治
体
病
院
数
は
、
26
年
度
40
病
院
、
27
年
度

45
病
院
、
28
年
度
45
病
院
と
年
々
増
加
し
て
い
る
。

自
治
体
病
院
が
住
民
の
期
待
に
応
え
、
質
の
高
い
医

療
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
高
い
係
数
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
治
体
病
院
の
経
営
改
善
は
、
職
員

給
与
費
な
ど
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
入
院
・
患
者
を
増

や
す
こ
と
が
効
果
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ

が
診
療
報
酬
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
時
代
に
は
、

医
療
提
供
力
を
向
上
さ
せ
、
診
療
報
酬
加
算
を
取
得

す
る
と
共
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
係
数
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
を
上
げ
る
に
は
、
医
師
数
や
看
護
師

な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
、
研
修
を
さ
せ
る

こ
と
、
医
療
機
器
を
整
備
す
る
こ
と
で
病
院
が
対
応

で
き
る
診
療
の
質
と
量
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
人
的
物
的
投
資
が
病
院
の
命
運
を
決
め
る
時
代

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
も
い
え
る
。

医
療
提
供
の
水
準
を
把
握
す
る 

ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数

　

首
長
や
議
会
、
自
治
体
本
体
に
と
っ
て
、
病
院
経

営
を
考
え
る
上
で
数
値
指
標
は
と
て
も
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
病
院
の
経
営
指
標
は
一
般

会
計
繰
入
金
、
経
常
黒
字
・
赤
字
、
医
業
収
支
比
率

な
ど
財
務
に
関
す
る
指
標
が
中
心
で
あ
っ
た
。
Ｄ
Ｐ

Ｃ
係
数
は
、
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
自
院
の
医

療
提
供
の
成
果
を
他
の
病
院
と
横
並
び
で
分
か
り
や

す
く
評
価
で
き
る
指
標
で
あ
る
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
な
ど

の
医
療
提
供
に
関
す
る
指
標
が
、
自
治
体
病
院
の
経

営
を
め
ぐ
る
関
係
者
の
共
通
言
語
に
な
る
時
代
も
近

い
と
考
え
る
。

　

次
回
は
具
体
的
な
数
値
を
あ
げ
て
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
を
し
た
い
。

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。

伊関友伸（いせき　ともとし）
1987年埼玉県入庁、県民総務課、大利根
町企画財政課長、県立病院課、社会福祉課、
精神保健総合センターなどを経て、2004年
城西大学経営学部准教授、2011年4月同
教授。研究テーマは、行政評価、自治体病
院の経営、保健・医療・福祉のマネジメント。
総務省公立病院に関する財政措置のあり方
等検討会委員など、数多くの国・地方自治体
の委員等を務める。著書に「まちに病院を！」
（岩波ブックレット）「自治体病院の歴史　
住民医療の歩みとこれから」（三輪書店）な
どがある。

筆者プロフィール

図表3　機能評価係数Ⅱの内訳

保険診療指数 質が遵守されたDPCデータの提出を含めた適切な保険診
療実施・取組を評価

効率性指数 各医療機関における在院日数短縮の努力を評価

複雑性指数 各医療機関における患者構成の差を１入院あたり点数で
評価

カバー率指数 様々な疾患に対応できる総合的な体制について評価

救急医療指数 救急医療（緊急入院）の対象となる患者治療に要する資源
投入量の乖離を評価

地域医療指数 地域医療への貢献を評価（中山間地域や僻地において、必
要な医療提供の機能を果たしている施設を主として評価）

後発医薬品指数 入院医療における後発医薬品の使用を評価

重症度指数（新設） 診断群分類点数表では十分評価されない患者の重症度の
乖離率を評価
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Mayors'  Action Mayors'  Action

４月21日〜５月20日

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
） 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
現
地
視
察
を
実
施

　

４
月
25
日
お
よ
び
26
日
、
本
会
は
、
26
名
の
市
区

長
の
参
加
を
得
て
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
現
地
視
察
を
実
施
し
た
。

　

原
発
事
故
の
対
応
拠
点
と
な
っ
て
い
る
東
京
電
力

旧
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
に
お
い
て
、
災
害
復
興
担
当
副
会

長
の
立
谷
・
相
馬
市
長
か
ら「
放
射
能
と
放
射
線
」に

つ
い
て
、
東
京
電
力
か
ら
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
廃
炉
に
向
け
た
取
組
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
を
受
け
た
後
、
同
発
電
所
構
内
に
移
動
し
、
原
子

炉
建
屋
、
多
核
種
除
去
設
備
等
を
視
察
し
た
。

［
経
済
部
］

第
７
回
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当 

大
臣
と
地
方
六
団
体
の
意
見
交
換
会
が 

開
催
さ
れ
、
松
浦
会
長
代
理
が
出
席

　

５
月
12
日
、
山
本
・
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
担

当
大
臣
と
地
方
六
団
体
代
表
者
と
の
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
松
浦
会
長
代
理
が
出
席
し
た
。

［
行
政
部
］

本
会
を
は
じ
め
地
方
三
団
体
が
、「
社
会
保
障

制
度
改
革
に
関
す
る
緊
急
要
請
」を
財
務
、
総

務
、
厚
生
労
働
、
お
よ
び
内
閣
府
特
命
担
当 

（
経
済
財
政
政
策
）の
４
大
臣
宛
て
に
提
出

　

５
月
17
日
、
地
方
三
団
体
は
、
財
務
大
臣
、
総
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
経

済
財
政
政
策
）宛
て
に「
社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
す

る
緊
急
要
請
」を
提
出
し
た
。

［
社
会
文
教
部
］

全国市長会の 動き

#1

#3 #2

詳細につきましては、全国市長会ホームページ
（http://www.mayors.or.jp/）
をご参照ください。

会議風景
（4月25日）

説明する
立谷・相馬市長

松浦会長代理（手前）



平成29年6月号
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